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ご 挨 拶
小海町長　新 井 寿 一

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
ご
家
族

お
そ
ろ
い
で
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
、
町
政
に
対
し
て
、
温
か

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
は
町
制
施
行
六
十
周
年
の
年
で
し
た

　

昨
年
は
、
町
制
施
行
60
周
年
、
人
間
な
ら
還
暦

を
迎
え
た
歴
史
的
な
年
で
し
た
。

　

昭
和
31
年
9
月
30
日
に
旧
北
牧
村
と
小
海
村
が

合
併
し
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

　

以
来
60
年
の
年
月
を
重
ね
、
今
日
ま
で
の
発
展

を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
歴
代
の
町

長
、
町
議
会
議
員
を
は
じ
め
諸
先
輩
方
の
並
々
な

ら
ぬ
ご
努
力
と
、
国
・
県
当
局
の
ご
支
援
、
そ
し

て
何
よ
り
も
町
民
の
皆
様
の
深
い
郷
土
愛
の
賜
物

で
あ
る
と
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
、
こ
の
60
年
間
は
、
国
に
と
っ

て
も
町
に
お
い
て
も
激
動
の
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。

　

昭
和
45
年
に
過
疎
法
の
適
用
を
受
け
、
以
来
今

日
に
至
る
ま
で
、
過
疎
脱
却
を
合
言
葉
に
、
あ
ま

た
の
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
人
口

の
減
少
は
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
今
や
当
町
の
み

な
ら
ず
国
全
体
の
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
は
平
成
の
合
併
を
選
択
す
る
こ
と
な
く
、
近

隣
市
町
村
と
広
域
行
政
を
進
め
な
が
ら
地
域
連
携

を
深
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
政
の
効
率
化
・
ス

リ
ム
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
の
町
の
歴
史
、
主
な
出
来
事
は
全
戸
に

配
布
し
ま
し
た
「
小
海
町
60
年
の
あ
ゆ
み
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

松
原
御
柱
大
祭
ま
た
佐
久
地
区
森
林
祭
、
県
ポ

ン
プ
操
法
大
会
も
当
町
で
行
わ
れ
、
町
ラ
ッ
パ
班

も
県
大
会
初
出
場
を
果
た
し
、
記
念
す
べ
き
年
と

な
り
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
・
大
洗
高
校
に
よ
る
マ
ー
チ
ン
グ
バ

に
湧
き
上
が
る
諸
課
題
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
む

と
と
も
に
、
移
住
定
住
促
進
を
目
指
し
、
本
間
大

田
団
地
造
成
（
19
区
画
）
販
売
、
町
公
民
館
跡
地

に
建
設
し
て
い
る
子
育
て
住
宅
と
併
せ
、
住
宅
取

得
補
助
、
教
育
・
医
療
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、

出
産
祝
い
金
支
給
事
業
な
ど
、
子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
の
継
続
と
、
美
ノ
輪
荘
の
移
転
建
設

支
援
、
農
業
の
振
興
・
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

・
教
育
環
境
の
充
実
、
中
部
横
断
自
動
車
道
が
、

平
成
29
年
度
中
に
仮
称
八
千
穂
イ
ン
タ
ー
ま
で
開

通
い
た
し
ま
す
。
道
路
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
、

そ
し
て
、
そ
の
先
、
山
梨
県
中
央
道
ま
で
の
早
期

事
業
化
に
向
け
て
の
活
動
、
町
道
等
生
活
に
密
着

し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
景
観
、
環
境
整
備
、
観
光

の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、「
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
」、「
新

た
に
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
」
と
思
わ
れ
る

温
か
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
集
大
成
と
し
て
誠

心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
新
し
い
年
が
、
ご
家
族
と
も

ど
も
、
ご
健
康
で
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ン
ド
・
歌
謡
シ
ョ
ー
・
敬
老
会
集
合
開
催
・
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
の
開
封
・
子
ど
も
議
会
な
ど
多
く
の

記
念
事
業
を
実
施
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

多
く
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
感
動
を
味
わ

っ
て
い
た
だ
け
た
と
総
括
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

特
に
、美
術
館
企
画
展
、新
海
誠
監
督
作
品
「
君

の
名
は
。」
展
は
、
監
督
の
映
画
の
素
晴
ら
し
さ

に
尽
き
る
わ
け
で
す
が
、
10
月
23
日
の
開
館
か
ら

県
内
外
か
ら
多
く
の
来
館
者
を
迎
え
（
12
月
8
日

現
在
来
館
者
数
1
5
6
4
8
人
）
多
く
の
新
聞
報

道
・
テ
レ
ビ
放
映
等
で
、
必
ず
、
長
野
県
小
海
町

出
身
の
新
海
誠
監
督
と
最
初
に
紹
介
さ
れ
、「
監

督
の
ふ
る
さ
と
小
海
町
」
と
し
て
全
国
に
知
れ
渡

り
、
多
く
の
皆
様
が
監
督
の
見
た
同
じ
風
景
を
見

た
い
と
の
想
い
か
ら
訪
れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
皆
さ
ん
が
、
四
季
を
通
し

て
訪
れ
、
町
の
活
性
化
の
原
動
力
と
な
り
、
こ
の

企
画
展
で
得
た
交
流
人
口
の
増
、
活
性
化
、
経
済

効
果
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

来
年
の
企
画
展
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

　

町
の
誇
り
で
あ
る
新
海
誠
監
督
並
び
に
関
係
し

た
会
社
等
ご
協
力
い
た
だ
い
た
全
て
の
皆
様
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
ま
ち
づ
く
り
は

　

私
の
任
期
最
後
の
年
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

基
本
は
、
平
成
27
年
に
小
海
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
“
チ
ャ
レ
ン
ジ
こ
う
み

3
0
5
0
”
を
策
定
し
、
安
定
し
た
雇
用
を
創
出

す
る
、
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
、
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
、
確
か
な
暮
ら

し
を
営
み
、
地
域
の
共
存
を
図
る
、
こ
の
4
つ
の

柱
と
第
5
次
長
期
振
興
計
画
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
人
口
減
少
を
少
し
で
も
緩
や
か
に
し
、
地

域
活
力
の
維
持
・
増
進
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

3
年
前
に
皆
さ
ん
と
の
お
約
束
の
実
行
と
不
断
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平
成
二
十
九
年
成
人
式
が

一
月
三
日
㈫
に
小
海
町
総
合

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。

対
象
者
は
合
計
五
十
四
名
で

す
。

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
は
次
の

通
り
で
す
。

本
間
下	

新
井
紗
亜
弥

	

篠
原　
　

匠

本
間
上	

山
口　

大
介

本
間
川	

篠
原　

麻
耶

馬
流
元
町	

加
藤　

美
香

	

関　
　

昭
汰

	

小
池　

亮
太

馬
流
本
町	

油
井　

琴
乃

馬
流
清
水
町	

菊
原　

啓
哉

	

久
島　

知
也

鎰　

掛	

篠
原　

貴
彦

	

山
田
ひ
か
り

二
タ
子
池	

菊
池　

祐
樹

八
那
池	

小
池　

祐
香

	

中
島　

祐
樹

	
櫻
井
菜
々
美

	
井
出　

光
瑠

松　

原	

鷹
野　

真
澄

	

畠
山　

秀
詞

	

鷹
野　

瑳
映

	

畠
山　

千
佳

	

畠
山　

詩
緒

稲　

子	

井
出　

敏
亀

箕　

輪	

菊
池　

愛
香

芦　

谷	

新
津　
　

蓮

	

有
井
百
合
菜

	

黒
澤　

実
来

親　

沢	

井
上　

貴
司

	

油
井　

昭
太

笠　

原	

菊
原　

統
真

	

菊
原　

希
美

宿　

渡	

的
埜　
　

渓

土
村
南
町	

有
坂　

拓
哉

	

鷹
野　

英
紀

	

村
田　
　

旬

	

花
里　

風
人

	

新
津
ま
り
菜

	

佐
藤　

美
稀

	
辻　
　

寿
士

	
森
角　

省
吾

土
村
旭
町	

新
津　

賢
人

	

樋
口
沙
耶
香

土
村
栄
町	

水
草　
　

誠

	

有
我　

夢
翔

土
村
清
水
町	

小
山　

侑
奈

東
馬
流	

井
出　

千
智

	

五
十
嵐
達
郎

	

岩
下　
　

稜

	

大
澤　

空
良

	

大
工
原
佳
奈

	

浅
沼　

朋
憲

大　

畑	

依
田　

優
太

	

柳
澤　

花
奈

	

原　

紗
莉
菜

羽
ば
た
け
新
成
人

羽
ば
た
け
新
成
人

新春あいさつ

草
創
期
の

公
民
館
に
学
ん
で

小
海
町
公
民
館
長
　
井
出
和
利

を
一
に
し
て
、
北
牧
楽
集
館
が
図

書
館
等
諸
機
能
を
併
合
す
る
新
し

い
公
民
館
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
開
館
か
ら
一
年
数
ヶ
月
を
経

て
来
館
さ
れ
る
皆
様
が
多
く
な
り
、

町
民
の
交
流
施
設
と
し
て
な
じ
ま

れ
、
親
し
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
少
子
高
齢
化
、
人
口
減

と
い
う
社
会
状
況
に
直
面
し
、
ま

た
新
た
に
地
域
住
民
が
力
を
寄
せ

合
っ
て
い
く
時
代
を
迎
え
て
い
る

と
い
わ
れ
ま
す
。

　

公
民
館
設
置
に
の
ぞ
ん
だ
草
創

期
の
人
々
の
意
気
に
学
び
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
の
公
民
館
運
営
に
つ
い

て
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
考
え
、

推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
意
見
等
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

本
年
も
良
い
年
と
な
る
こ
と
を

願
い
つ
つ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

各
種
祭
り
行
事
な
ど
活
気
に
満
ち

た
多
く
の
光
景
が
思
い
出
深
く
残

っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
住
民
主
体
の
公

民
館
活
動
も
戦
後
復
興
が
進
み
、

経
済
、
文
化
の
進
展
と
と
も
に
次

第
に
衰
退
し
て
き
ま
し
た
。
近
年

で
は
公
民
館
活
動
が
一
般
行
政
部

局
に
委
ね
ら
れ
た
り
、
地
域
に
よ

っ
て
は
公
民
館
の
管
理
運
営
が
指

定
管
理
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
な

ど
様
相
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

小
海
町
の
場
合
を
み
る
と
公
民

館
登
録
グ
ル
ー
プ
等
は
町
民
の
皆

様
の
自
主
活
動
に
よ
り
つ
つ
も
、

各
種
大
会
や
行
事
の
計
画
、
実
行

に
行
政
が
か
か
わ
り
、
住
民
と
行

政
が
連
携
し
合
っ
て
運
営
さ
れ
て

い
る
と
い
う
ケ
ー
ス
だ
と
思
い
ま

す
。

　

公
民
館
歴
史
七
十
年
と
ほ
ぼ
期

文
を
読
む
と
、
敗
戦
で
荒
廃
し

た
国
土
に
混
迷
自
失
し
て
い
る

国
民
を
奮
い
立
た
せ
よ
う
と
す

る
懸
命
の
呼
び
か
け
に
胸
打
た

れ
ま
す
。

　

昭
和
二
十
二
年
、
公
募
に
よ

っ
て
生
ま
れ
た
「
公
民
館
の
歌
」

に
は
、
ー
平
和
の
春
に
あ
た
ら
し

く
／
郷
土
を
興
す
よ
ろ
こ
び
も
／

公
民
館
の
つ
ど
い
か
ら
／
と
け
あ

う
心
な
ご
や
か
に
／
自
由
の
朝
を

た
た
え
よ
う
（
一
番
歌
詞
）
ー
と

歌
わ
れ
、
草
創
期
の
公
民
館
活
動

に
対
す
る
地
域
住
民
の
意
気
込
み

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
公
民
館
は
最
も
身
近

な
集
い
の
場
、
学
び
の
場
と
し
て

住
民
自
治
の
基
盤
を
担
っ
て
き
ま

し
た
。
私
も
子
供
の
頃
、
公
民
館

で
行
わ
れ
た
青
年
団
や
婦
人
会
の

活
動
、
巡
回
映
画
や
巡
業
芝
居
，

の
で
し
た
。
大
会
に
参
加
し
て
学

ば
せ
て
い
た
だ
い
た
一
端
を
紹
介

し
な
が
ら
、
わ
が
町
の
公
民
館
に

目
を
向
け
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

公
民
館
は
戦
後
ま
も
な
く
当
時

の
文
部
省
の
寺
中
作
雄
に
よ
っ
て

構
想
が
練
ら
れ
、
昭
和
二
十
一
年

七
月
に
「
公
民
館
の
設
置
、
運
営

に
つ
い
て
」
と
し
て
通
達
さ
れ
、

全
国
に
設
置
運
動
が
広
が
り
ま
し

た
。
公
民
館
の
目
的
は
そ
こ
を
拠

点
に
民
主
主
義
の
理
念
の
下
、
国

民
が
自
身
の
力
で
新
し
い
社
会
を

築
い
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。

　

寺
中
の
公
民
館
設
置
に
寄
せ
る

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
本
年
も
公
民

館
の
活
動
に
大
い
に
ご
活
躍
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
ご
期
待
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
小
海
町
制
六
十

年
の
記
念
の
年
で
し
た
が
、
わ
が

国
の
公
民
館
の
歴
史
は
、
戦
後
の

創
設
よ
り
七
十
年
を
迎
え
た
節
目

の
年
で
し
た
。
昨
年
行
わ
れ
た
県

内
外
の
公
民
館
大
会
の
テ
ー
マ
は
、

節
目
に
ち
な
ん
で
「
七
十
年
の
歴

史
を
ふ
り
返
っ
て
現
在
の
公
民
館

の
意
義
を
考
え
よ
う
」
と
い
う
も

　

交
通
事
故
災
害

は
、
被
害
者
に
も
、

加
害
者
に
も
、
生

涯
に
亘
り
辛
い
生

活
を
強
い
り
ま
す
。

　

最
近
、
高
齢
者

ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ

る
高
速
道
路
の
逆
走
や
、
通
学

路
に
お
い
て
ス
ピ
ー
ド
の
出
し

過
ぎ
に
よ
る
追
突
、
ア
ク
セ
ル

と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
に

よ
る
建
物
、
人
へ
の
危
害
が
数

多
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
三
月
よ
り
施
行
さ
れ
る

改
正
道
交
法
に
よ
り
、
七
十
五

歳
以
上
の
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
す
る
認
知
機
能
検
査
が
、
免

許
更
新
時
に
加
え
信
号
無
視
や

一
時
不
停
止
と
い
っ
た
一
定
の

違
反
行
為
の
時
に
も
実
施
さ
れ
、

記
憶
力
や
判
断
力
の
低
下
が
疑

わ
れ
る
場
合
は
、
医
師
の
診
察

を
義
務
付
け
、
認
知
症
と
診
断

さ
れ
る
と
免
許
の
取
り
消
し
や

停
止
の
対
象
と
な
る
様
で
す
。

　

身
体
能
力
の
衰
え
を
自
覚
し

て
運
転
に
不
安
を
抱
え
る
人
に

は
、
免
許
証
の
自
主
返
納
を
推

奨
し
て
い
る
と
の
事
で
す
が
、

都
会
と
違
い
交
通
手
段
が
限
ら

れ
て
し
ま
う
当
地
に
は
、
返
納

は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
思
い

ま
す
が
、「
後
悔
先
に
立
た
ず
」

が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
す
。
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土
村
清
水
町

土
村
公
園
の
再
生

高
見
澤　

登
利
男

　

早
い
も
の
で
六
回
目
の
年
男
。

　

私
達
の
子
供
の
頃
は
家
の
周

り
、
近
所
、
土
村
公
園
等
外
遊

び
で
し
た
。
春
は
学
校
帰
り
に

公
園
で
ツ
ツ
ジ
の
花
を
食
べ
た

り
、
駆
け
回
り
ま
し
た
。

　

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
は
、

公
園
で
の
花
見
会
で
す
。
飲
み

物
食
べ
物
を
公
園
の
頂
上
ま
で

持
ち
上
げ
る
事
は
大
変
で
し
た
。

　

公
園
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら

昭
和
ま
で
の
石
造
が
九
ヶ
所
あ

り
ま
す
。（
小
海
町
の
石
造
文

化
財
よ
り
）

　

小
海
防
空
監
視
哨
が
昭
和
十

五
年
二
月
よ
り
、
公
園
頂
上
に

設
置
、
終
戦
に
よ
り
廃
止
。

　

あ
る
時
期
よ
り
、
公
園
に
手

入
れ
が
さ
れ
な
く
な
り
、
荒
れ

放
題
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
二
年
度
に
町
で
、

土
村
公
園
の
整
備
、
樹
木
の
手

入
れ
、
遊
歩
道
の
整
備
、
東
屋

を
建
て
て
頂
い
た
。
管
理
、
運

営
は
土
村
区
で
す
る
。

　

平
成
二
十
三
年
度
に
土
村
総

区
長
を
さ
せ
て
頂
い
た
時
、
町

の
集
落
再
生
支
援
事
業
が
始
ま

り
、
土
村
公
園
整
備
促
進
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

公
園
か
ら
の
見
晴
ら
し
が
悪

い
の
で
、
近
隣
の
地
権
者
の
皆

様
に
お
願
い
し
ま
し
て
、
無
償

で
伐
採
の
許
可
を
頂
き
、
東
に

小
海
小
学
校
、
南
に
八
ヶ
岳
、

西
に
馬
流
、
小
海
中
学
校
、
北

に
土
村
が
一
望
に
見
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

公
園
の
一
部
に
佐
久
病
院
様

の
所
有
地
が
あ
り
ま
し
た
が
町

に
寄
付
し
て
頂
き
ま
し
た
。
小

海
中
野
球
部
員
、
保
護
者
会
の

皆
さ
ん
に
よ
る
遊
歩
道
整
備
。

　

区
民
有
志
に
よ
る
年
二
回
の

草
刈
り
、
大
勢
の
皆
さ
ん
の
協

力
で
、
再
生
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
の
憩
い
の
場
所
に
、
利

用
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

馬
流
元
町

イ
ン・マ
イ
・ラ
イ
フ

三
石　

尚
登

　

中
学
二
年
の
秋
に
テ
レ
ビ
で

ビ
ー
ト
ル
ズ
を
見
て
、
ギ
タ
ー

が
弾
け
る
と
モ
テ
る
と
思
い
練

習
を
始
め
ま
し
た
。
高
校
三
年

の
時
に
歌
番
組
の
中
で
、
ロ
ッ

ク
バ
ン
ド
の
一
人
が
ピ
ア
ノ
を

弾
い
て
歌
っ
て
い
る
の
を
見
て
、

で
す
か
ら
、
耳
を
澄
ま
せ
て
い

た
だ
け
た
ら
幸
い
に
思
い
ま
す
。

　

東
馬
流

四
十
八
年
を
振
り
返
り

今
や
り
た
い
こ
と

岩
下　

清
人

　

四
十
八
年
前
に
こ
の
世
に
生

を
受
け
、
小
学
校
か
ら
始
め
た

ス
ケ
ー
ト
に
夢
中
に
な
っ
て
い

た
頃
を
思
い
出
し
ま
す
。
大
学

ま
で
の
十
七
年
間
は
好
き
な
ス

ケ
ー
ト
に
の
め
り
込
ん
で
い
ま

し
た
。
卒
業
後
は
、
縁
あ
っ
て

ス
ケ
ー
ト
の
指
導
を
し
な
が
ら

生
徒
と
関
わ
る
教
師
の
仕
事
に

就
き
、
仕
事
・
ス
ケ
ー
ト
・
子

育
て
と
、
ず
っ
と
駆
け
足
で
来

た
よ
う
で
、
気
付
け
ば
、
四
十

八
歳
、
い
い
年
齢
に
な
っ
た
な

あ
と
感
じ
ま
す
。
今
年
は
人
生

の
折
り
返
し
地
点
と
思
わ
れ
る

四
度
目
の
年
男
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
気
に
せ
ず

に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、
現

実
は
厳
し
い
も
の
で
、
体
力
的

・
精
神
的
に
結
構
衰
え
を
感
じ

ま
す
。
し
か
し
、
今
は
、
子
供

達
の
ス
ケ
ー
ト
の
追
っ
か
け
と
、

ピ
ア
ノ
っ
て
こ
ん
な
演
奏
の
仕

方
も
あ
る
ん
だ
と
衝
撃
を
受
け
、

放
課
後
音
楽
室
で
ひ
た
す
ら
練

習
し
ま
し
た
。
高
校
卒
業
後
の

目
標
は
た
だ
一
つ
、
東
京
へ
行

っ
て
学
生
バ
ン
ド
を
組
み
た
い
。

何
の
躊
躇
も
無
く
あ
こ
が
れ
花

の
東
京
へ
出
て
行
っ
た
の
で
す
。

北
海
道
の
同
級
生
に
無
理
矢
理

ベ
ー
ス
ギ
タ
ー
を
買
わ
せ
、
そ

の
同
級
生
の
友
人
に
ド
ラ
ム
を

叩
か
せ
、
音
楽
雑
誌
に
メ
ン
バ

ー
募
集
を
出
し
て
女
性
の
キ
ー

ボ
ー
ド
を
加
入
さ
せ
て
（
現
在

私
の
妻
で
す
）
念
願
の
学
園
祭

ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た
の
で
し
た
。

そ
の
後
も
活
動
は
続
け
て
い
た

の
で
す
が
、
卒
業
を
期
に
解
散
、

と
て
も
楽
し
い
青
春
時
代
で
し

た
。
時
は
過
ぎ
今
の
バ
ン
ド
を

組
ん
で
今
年
で
十
四
年
目
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
気
の

合
う
メ
ン
バ
ー
に
も
出
会
え
、

毎
年
馬
流
祇
園
祭
で
は
商
工
会

馬
流
支
部
さ
ん
の
御
好
意
に
よ

り
、
ラ
イ
ブ
演
奏
を
行
わ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
バ
ン
ド

活
動
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
、

仕
事
と
私
生
活
を
充
実
さ
せ
る

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
健
康
に
も
気

を
付
け
、
出
来
る
だ
け
長
く
楽

し
い
バ
ン
ド
活
動
を
続
け
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど

こ
か
で
私
達
の
歌
声
が
聞
こ
え

て
き
た
時
に
は
、
一
瞬
で
い
い

“
酉
”
年
男
・
年
女
の
皆
さ
ん
に

新
年
の
抱
負
を
語
っ
て
頂
き
ま
し
た

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
公
民
館
報
編
集
委
員
会
で
は
、
平
成
二
十
九
年
の
新
年
号
発
行
に
あ
た
り
、

　“
酉
”
年
男
・
年
女
の
方
々
に
「
新
年
の
抱
負
」
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

定
年
後
も
生
か
せ
る
よ
う
に
と

思
い
、
資
格
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
お
り
、
仕
事
に
趣
味
に
と
忙

し
過
ぎ
る
毎
日
で
す
が
、
沢
山

の
人
に
出
会
い
、
良
い
経
験
を

さ
せ
て
頂
き
、
お
陰
様
で
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
す
事
が
で
き

て
い
ま
す
。
職
場
で
は
、
中
学

生
達
と
接
す
る
仕
事
を
し
て
い

て
、
い
つ
も
生
徒
達
か
ら
笑
顔

と
パ
ワ
ー
を
分
け
て
貰
っ
て
ま

す
。
こ
れ
が
私
の
元
気
の
源
で

す
！
今
年
も
生
徒
達
に
負
け
な

い
よ
う
健
康
に
気
を
付
け
、
更

に
新
し
い
事
に
も
挑
戦
し
、
楽

し
く
、
一
年
を
送
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
又
、
多
く
の
先
輩
方

よ
り
ご
指
導
を
頂
戴
し
な
が
ら

精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

小
海
小
学
校

六
年
生
で

が
ん
ば
り
た
い
こ
と

加
藤　

夏
稀

　

私
が
六
年
生
で
が
ん
ば
り
た

い
こ
と
は
「
算
数
」
で
す
。
理

由
は
、
算
数
の
テ
ス
ト
で
私
は
、

い
い
時
は
百
点
で
も
、
苦
手
な

勉
強
の
時
は
あ
ま
り
い
い
点
が
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る
事
で
す
。
ぼ
く
は
、
来
年
度

児
童
会
の
委
員
長
を
や
っ
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
今
の
委
員
会
で
み
ん

な
と
協
力
し
て
活
動
を
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
注
意
を
す
る
こ

と
で
す
。
ひ
な
ん
訓
練
や
清
掃

で
気
が
つ
い
た
と
き
に
は
、「
静

か
に
し
て
。」や「
す
わ
っ
て
。」

「
ベ
ル
が
鳴
っ
て
い
る
よ
。」

と
低
学
年
の
人
た
ち
に
注
意
し

て
い
き
た
い
で
す
。
そ
う
す
れ

ば
、
六
年
生
に
な
っ
た
時
、
最

高
学
年
と
し
て
の
意
識
を
忘
れ

ず
に
、
ル
ー
ル
を
守
れ
る
よ
う

に
注
意
し
て
い
け
る
と
思
う
か

ら
で
す
。
新
し
く
入
学
し
て
く

る
一
年
生
や
二
、
三
年
生
に
も
、

注
意
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
三
つ
の
目
標
を
達
成
し

て
、
自
信
を
持
っ
て
六
年
生
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
将
来
、
は
ず
か
し
が
ら
ず
に
、

は
っ
き
り
自
分
の
考
え
た
こ
と

を
言
え
る
人
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

と
れ
な
い
か
ら
で
す
。
算
数
の

中
に
、
と
く
意
な
こ
と
と
苦
手

な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、

バ
ラ
ン
ス
良
く
全
て
の
算
数
で

平
均
九
十
点
は
と
り
た
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
六
年
生
で
は
宿

題
の
ほ
か
に
、
自
分
か
ら
復
習

し
た
り
予
習
を
し
た
り
し
て
、

今
ま
で
よ
り
も
っ
と
い
い
点
を

と
り
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
私
に
は
、
も
う
一
つ

が
ん
ば
り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、「
マ
ラ
ソ
ン
」

で
す
。
私
は
毎
年
マ
ラ
ソ
ン
記

録
会
で
二
十
位
ぐ
ら
い
で
す
。

タ
イ
ム
も
あ
ま
り
良
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
六
年
生
で
は
、

十
位
台
ぐ
ら
い
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
タ
イ
ム
も
今

年
よ
り
も
一
分
ぐ
ら
い
速
く
な

り
た
い
で
す
。
だ
か
ら
、
で
き

る
時
は
毎
日
、
学
校
の
周
り
を

し
っ
か
り
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
た
い

で
す
。
私
は
、
合
唱
ク
ラ
ブ
に

入
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
朝

練
習
の
時
に
合
唱
ク
ラ
ブ
み
ん

な
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
た
り
し

ま
し
た
。
合
唱
ク
ラ
ブ
の
練
習

を
が
ん
ば
り
な
が
ら
、
毎
日
毎

日
少
し
ず
つ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し

て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

な
る
べ
く
歩
か
な
い
よ
う
に
意

識
を
し
て
、
も
っ
と
体
力
を
つ

け
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
う
し

て
、
来
年
は
歩
か
ず
に
走
れ
れ

ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

六
年
生
に
な
っ
た
ら
、こ
の

「
算
数
」と「
マ
ラ
ソ
ン
」を
一
生

け
ん
命
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

松
原

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
…

鷹
野　

紀
代
美

　

北
海
道
旭
川
市
で
五
人
姉
妹

の
次
女
と
し
て
産
ま
れ
、
今
年

で
三
回
目
の
年
女
を
迎
え
ま
す
。

　

結
婚
し
、
小
海
町
に
住
ん
で

十
四
年
目
。
育
児
、
仕
事
に
追

わ
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

て
し
ま
っ
た
様
に
思
い
ま
す
。

あ
っ
と
い
う
間
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
う
し
て
過
ご
し
て
こ
れ

た
の
も
周
り
の
方
の
支
え
が
あ

っ
た
か
ら
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

人
と
人
と
の
出
会
い
は
、
人

生
の
中
で
何
度
も
訪
れ
ま
す
。

そ
の
出
会
い
を
大
切
に
す
る
事

で
、
幸
せ
の
和
が
増
え
る
と
私

は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
も
一
番
に
家
族
の
事
を

考
え
て
く
れ
る
最
愛
の
夫
と
出

会
い
、
十
二
歳
の
長
男
、
九
歳

の
次
男
、
七
歳
の
長
女
と
三
人

の
子
供
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
二
月
に
は
、
四
人
目
の
子

供
が
産
ま
れ
て
く
る
予
定
で
す
。

家
族
皆
で
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
を

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
同
時
に
子
供
達
が
、
常

に
私
の
体
を
気
遣
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
長
男
は「
大
丈
夫
？
」、

次
男
は
「
無
理
し
な
い
で
ね
。」、

長
女
は「
早
く
横
に
な
り
な
。」

と
優
し
い
言
葉
を
か
け
て
く
れ

ま
す
。
子
供
達
か
ら
毎
日
た
く

さ
ん
の
愛
情
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

　

私
自
身
、
両
親
か
ら
温
か
い

愛
情
を
た
く
さ
ん
も
ら
い
育
っ

た
様
に
、
こ
れ
か
ら
も
色
々
な

方
の
力
を
お
借
り
し
、
夫
婦
二

人
で
四
人
の
子
供
達
に
今
ま
で

以
上
に
愛
情
を
注
い
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
夫
と
私
の
子

供
で
産
ま
れ
て
良
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
親
で
あ
り
た
い
で
す
。

　

馬
流
元
町　

お
客
様
と
接
す
る
大
切
さ

井
出　

朱あ
け

美み

　

私
は
、
昔
か
ら
お
菓
子
を
作

る
こ
と
が
好
き
な
の
で
高
校
卒

業
後
埼
玉
に
あ
る
製
菓
の
専
門

学
校
に
二
年
間
通
い
ま
し
た
。

何
故
そ
こ
の
専
門
学
校
に
行
き

た
か
っ
た
と
言
い
ま
す
と
カ
フ

ェ
、
ス
ィ
ー
ツ
、
ド
リ
ン
ク
に

つ
い
て
幅
広
く
学
べ
本
物
の
カ

フ
ェ
と
同
じ
設
備
が
そ
ろ
っ
た

カ
フ
ェ
店
舗
実
習
室
が
あ
り
、

み
ん
な
で
メ
ニ
ュ
ー
の
企
画
や

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
装
飾
を
考
え

毎
月
数
回
実
際
に
お
店
を
開
い

て
一
般
の
お
客
様
な
ど
に
食
べ

て
い
た
だ
い
た
り
お
持
ち
帰
り

し
て
い
た
く
こ
と
が
で
き
る

「
学
内
店
舗
実
習
」
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
。
そ
こ
で
初
め
て
お

客
様
と
接
す
る
機
会
が
あ
り
、

そ
の
時
に「
お
い
し
か
っ
た
。」

と
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
と
て

も
嬉
し
く
そ
れ
が
き
っ
た
け
で

飲
食
の
仕
事
に
つ
き
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
私
は
今
、
念
願
の
飲
食
店

の
接
客
業
を
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。
そ
し
て
お
客
様
が

嫌
な
気
持
ち
に
な
ら
な
い
よ
う

普
段
か
ら
笑
顔
で
い
る
こ
と
を

意
識
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

私
は
仕
事
を
し
て
い
る
時
に
、

忙
し
く
な
る
と
あ
た
ふ
た
し
て

し
ま
う
所
が
あ
る
の
で
今
年
は
、

落
ち
着
い
て
冷
静
に
対
処
で
き

る
よ
う
に
心
が
け
て
い
き
た
い

で
す
。
こ
う
し
て
私
が
専
門
学

校
に
通
う
こ
と
が
で
き
た
り
、

好
き
な
職
業
に
就
く
こ
と
が
で

き
た
の
は
両
親
の
お
か
げ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

小
海
小
学
校

六
年
生
ま
で
の

三
つ
の
目
標

岩
間　

俊
忠

　

ぼ
く
は
、
今
年
の
四
月
に
六

年
生
に
な
り
ま
す
。
ぼ
く
は
、

六
年
生
に
な
る
ま
で
に
や
り
た

い
こ
と
、
目
標
が
三
つ
あ
り
ま

す
。

　

一
つ
目
は
勉
強
で
す
。
ぼ
く

は
、
将
来
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
高
校
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
今
で
も
勉
強
や
宿
題
を
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
今
が
ん
ば

っ
て
い
る
事
を
来
年
か
ら
中
学
、

中
学
か
ら
高
校
へ
と
つ
な
ぎ
、

自
分
の
目
標
を
達
成
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
小
海
小
学
校
最

高
学
年
と
し
て
、
全
校
を
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

　
原
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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十
一
月
二
十
日
、
第
二
十
四

回
人
権
を
考
え
る
町
民
の
集
い

が
小
海
町
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
二
五
〇
名
余
り
の

多
く
の
方
に
参
加
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　

集
い
は
、
最
初
に
小
海
高
校

三
年
生
篠
原
誠
治
さ
ん
、
小
海

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
松
本
実
さ

ん
、
小
海
町
更
生
保
護
女
性
会

長
道
上
紀
美
子
さ
ん
に
よ
る
意

見
、
体
験
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
蓮
池
薫
さ
ん
に
よ
り

「
夢
と
絆
」
の
演
題
で
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

蓮
池
薫
さ
ん
は
大
学
三
年
の

時
に
奥
さ
ん
と
一
緒
に
拉
致
さ

れ
、
二
〇
〇
二
年
帰
国
す
る
ま

で
の
二
十
四
年
間
北
朝
鮮
で
の

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
当
時
拉
致
さ
れ

た
時
の
状
況
、
北
朝
鮮
で
の
生

活
、
日
本
に
帰
国
後
の
北
朝
鮮

に
残
し
て
き
た
お
子
さ
ん
達
へ

の
思
い
な
ど
、
私
た
ち
が
想
像

す
る
以
上
に
過
酷
な
状
況
を
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
演
題
に
な
っ
て
い
る
様

に
自
分
の
夢
を
奪
わ
れ
、
日
本

の
家
族
と
の
絆
を
切
ら
れ
る
等
、

拉
致
の
非
人
道
性
を
訴
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
拉
致
問
題
と
ミ

サ
イ
ル
、
核
開
発
の
問
題
は
別

で
あ
り
、
私
た
ち
が
力
を
合
わ

せ
て
一
刻
も
早
い
拉
致
被
害
者

の
皆
さ
ん
の
救
済
が
必
要
で
あ

る
と
話
さ
れ
、
講
演
は
盛
況
の

内
、
終
わ
り
ま
し
た
。

　

人
権
に
関
す
る
問
題
は
、
部

落
差
別
、
い
じ
め
、
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
等
、
今
も
起
き
て
い
ま

す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
、
人
権
に
つ
い
て
の
意
識
を

持
ち
、
差
別
の
な
い
明
る
い
町

を
目
指
す
こ
と
が
必
要
と
思
い

ま
す
。

第
二
十
四
回
人
権
を
考
え
る
町
民
の
集
い
開
催

蓮
池
泉
さ
ん
拉
致
の
非
人
道
性
を
講
演

蓮
池
薫
さ
ん
拉
致
の
非
人
道
性
を
講
演

人 権 に 関 す る 標 語

な
か
よ
く
な
り
た
い	

由ゆ

井い

あ
ず
み

・「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
」
そ
の
一
言
が
私
の
心

に
残
っ
て
い
る
。	

浅あ
さ

野の　
　

晴は
る

・
だ
れ
と
で
も
話
せ
る
事
は
す
ご
い
事

	
	

平ひ
ら

出い
で　

唯ゆ

花か

・
言
葉
づ
か
い　

一
言
一
言
注
意
し
て　

ち
ょ

っ
と
の
こ
と
で
も　

心
は
き
ず
つ
く
。

	
	

岩い
わ

間ま　

俊と
し

忠た
だ

６
年
１
組

・
あ
い
さ
つ
は
友
達
に
な
る
第
一
歩

	
	

山や
ま

口ぐ
ち　

凜り
ん

大た

・
小
海
小　

み
ん
な
優
し
い
仲
間
た
ち	

	
	

内う
ち

田だ　

耀よ
う

晴せ
い

・
友
達
が
傷
つ
い
て
い
た
ら
よ
り
そ
お
う

	
	

松ま
つ

本も
と　

結ゆ

愛あ

小
海
中
学
校

１
年
１
組

・
国
せ
き
や　

障
が
い
問
わ
ず　

同
じ
人

	
	

佐
々
木
翔
大

・
人
権
は　

み
ん
な
が　

自
由
に　

生
き
る
た

め	

板
津　
　

翠

・
他
人
ご
と　

そ
う
思
わ
ず
に　

手
助
け
を

	
	

菊
池　

広
靖

１
年
２
組

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー　

障
が
い
者
へ
の　

や
さ
し

い
気
持
ち	

畑　
　

陽
子

・
み
な
さ
ん
は　

こ
と
ば
の
お
も
み　

し
っ
て

い
る
？	

新
井　

寿
輝

・
人
間
は　

だ
れ
も
が
み
ん
な　

主
人
公

	
	

井
上
莉
里
香

３
年
１
組

・
考
え
１
つ
で
変
え
ら
れ
る	

的
埜　
　

匠

・
他
人
事
？　

差
別
は
身
近
に　

ひ
そ
む
も
の

	
	

島
崎
み
な
み

・
一
人
だ
け　

悲
し
い
夜
は　

許
さ
な
い	

	
	

平
出　
　

駿

・
た
っ
た
一
言
が
人
の
心
を
救
う　

同
じ
人
間

と
し
て
思
い
や
り
の
心
を
持
と
う	

	
	

小
池　

貴
巳

小
海
小
学
校

１
年
１
組

・「
あ
そ
ぼ
う
」「
す
き
だ
よ
。」
い
わ
れ
た
ら

う
れ
し
い
な	

中な
か

島じ
ま　

結ゆ
う

奈な

・「
あ
そ
ぼ
う
」
っ
て
い
っ
て　

ブ
ラ
ン
コ
に

い
れ
て
も
ら
っ
た
。
た
の
し
か
っ
た
。

	
	

中な
か

島じ
ま　

嵐あ
ら

士し

・
一
り
ん
し
ゃ
「
い
っ
ぱ
い
こ
い
で
」
手
を
か

し
て
も
ら
っ
た
よ	

小こ

山や
ま　

紘ひ
ろ

花か

１
年
２
組

・
と
も
だ
ち
と
な
か
よ
く
げ
ん
き
に
け
ん
か
を

し
な
い
で
あ
そ
び
た
い
。	

津つ

金が
ね　

柑か
ん

菜な

・
と
も
だ
ち
と
げ
ん
き
に
サ
ッ
カ
ー
を
し
た

	
	

鷹た
か

野の　

旲こ
う

希き

・
ほ
か
の
が
く
ね
ん
と
も
な
か
よ
く
あ
そ
び
た

い
で
す
。	

井い

出で　

直な
お

輝き

２
年
１
組

・
あ
い
さ
つ
を
す
れ
ば
ま
わ
り
も
い
い
き
も
ち

に
な
れ
る	

荒あ
ら

籾も
み　
　

証
し
ょ
う

・
一
人
で
い
る
と
き
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
っ
て

い
っ
て
く
れ
た
と
き
う
れ
し
く
な
っ
た

	
	

嶋し
ま

田だ　

咲え
み

璃り

・
う
ま
く
い
か
な
く
て
な
い
て
い
る
人
が
い
た

ら
は
げ
ま
し
て
あ
げ
よ
う	

浅あ
さ

野の　
　

陽ひ
な

３
年
１
組

・
お
う
え
ん
し
よ
う　

ひ
と
が
が
ん
ば
る
こ
と

を
ば
か
に
せ
ず	

金か
な

森も
り　

吏り

音お

・
い
わ
な
い
よ　

ぼ
く
も
い
や
な
ら
き
み
も
い

や	

遠え
ん

藤ど
う　

大た
い

志し

・
友
だ
ち
が
、
い
る
か
ら
ク
ラ
ス
は
、
楽
し
い

よ
。	

新に
い

津つ　

美み

凜り
ん

４
年
１
組

・
友
達
の
え
が
お
を
見
る
と
う
れ
し
く
な
る
ね

	
	

山や
ま

下し
た　

聖せ

奈な

・
友
達
は
、
あ
な
た
の
な
や
み
な
く
し
ま
す
。

	
	

松ま
つ

本も
と　

実み

怜れ
い

・
友
達
と
た
の
し
く
仲
良
く
笑
い
会
お
う	

	
	

菊き
く

池ち　

結ゆ

絆な

５
年
１
組

・
友
だ
ち
と
話
そ
う
友
だ
ち
を
大
切
に
し
た
い
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み ん な の 楽 集 館

　興行収入が200億円を超え、記録的な大ヒットと
なった新海誠監督作品映画「君の名は。」を記念し
て町内に横断幕、懸垂幕が掲揚されました。
その内、北牧楽集館に掲揚された横断幕にはアメリ
カ、ロサンゼルス映画批評家協会賞の受賞を記念し
て、お祝いのメッセージが記されています。
　北牧楽集館の他に横断幕は小海駅に、懸垂幕は役
場にそれぞれ掲揚され、新海誠監督の偉業を称えて
います。
　小海町図書館では「君の名は。」を始め新海誠監
督関連書籍がありますので、ぜひ、ご覧下さい。

新海誠監督作品映画「君の名は。」大ヒット
町内に記念の横断幕等を掲揚

楽集館　公民館登録グループ　

八ヶ岳句会　代表 依田 久代 さん
　八ヶ岳句会では、仲間と一緒に俳句の基礎を学び、作
品の鑑賞を楽しく行い、お互いに一歩一歩前進を目指し
ています。俳句に興味のある方は、私達と一緒に俳句を
楽しんでみませんか。
　毎月第4木曜日の9時30分より、北牧
楽集館で、開講しています。初心者の方
も大歓迎です。参加をお待ちしています。
　希望者に依田久代句集「紙風船」を贈
呈します。

今月の図書館

■ブラタモリ　松江・出雲・軽井沢・博多・福岡
ＮHＫの人気街歩き番組本。知っている場所が取り上げられるワク
ワクと「えっ、知らなかった」のなるほど知識が得られますよ。テ
レビでは語られなかったエピソードや写真も満載です。

新刊ピックアップ
新春北牧茶会　1月21日㈯　10：00～
■あけぼの会の皆さんによるお茶の振
る舞い

イベ ント 情 報

　勤労感謝の日の前日の11月22日、小海保育
所年長、ゆり組の園児の皆さんが北牧楽集館を
訪れ、日頃の感謝を込めて篠原教育長に手作り
の掲示板を贈りました。
　この後園児の皆さんは、教育長の案内で北牧
楽集館を見学しました。
　普段から来ている楽集館ですが、教育長に案
内してもらい、園児の皆さんも大変喜んでいま
した。

小海保育所園児の皆さんからプレゼント
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事業が行われました

10月2日　友好都市茨城県大洗町大洗高校マーチングバンド部演奏

小海町は平成28年 9 月30日に町制施行
60周年を迎え、様々な記念事業が行われ、
町民の皆さんが参加されました。

10月2日　町制施行60周年記念式典挙行
町の発展に寄与された25名の方を表彰 9月11日　第60回敬老会を5年ぶりに集合開催

7月30日　ふるさと祭りぎおん祭

10月16日　紅葉ウォーク
300人を超える方が秋の松原湖高原を満喫

9月30日　町制施行30周年記念
時埋設のタイムカプセルを開封

5月25日　スポーツチャレンジデー
2,284人の皆さんが参加
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町制施行60周年 記念

11月30日　子ども議会　小海小学校5・6年生16名が町長に質問

10月22日　森昌子コンサート　素晴らしい歌声で観客を魅了

8月16日 松原湖花火大会

9月18日　功労者表彰を受けた舘野泉さん　小海町の想い出を語る

10月23日〜12月25日　新海誠監督作品「君の名は。」展　町内外から多くの方が来館し、新海誠監督の世界を堪能

4月9日〜6月5日
山下清とその仲間たちの作品展

6月18日〜8月21日
安野光雅の世界展

9月3日〜10月10日 栗林今朝男回顧展
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共育の広場共育の広場
教 育 委 員 会 だ よ り

教 育 こ う み …１月号…
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共育の広場

　春のPTA作業から半年、冬の準備として田んぼスケートリンクづくりをしていただきました。昨年は暖冬と
田んぼからの水の抜けにより恒例の田んぼスケートを行う事ができませんでした。今年の冬は例年通りの田んぼ
スケートができるよう、水が漏れているのではないかと思われる田んぼの一角をシートで覆い水漏れを防ぎ、氷
の融けを防ぐために稲刈りで残った根元を刈り取りました。そのほか
に今年はサッカーゴールのペンキ塗りもお願いしました。長年の風雪
に耐え錆が目立つようになったものをプロの手でよみがえらせてもら
いました。学校では錆がとれ新しいペンキで一度塗ってもらえば元通
りと考えていたのですが、実際には3度の重ね塗りが行われ、「雨風
に当たるし、と子どもたちがボールをぶつけると、3度塗っただけで
はすぐにはげてくるかもしれません。」と学校を後にされました。大
変に感謝です。リンクもゴールも大切に使わせていただきます。あり
がとうございました。

　11月10日㈭に松の剪定をしていただきました。信州型コミュニティスクール学校支援ボランティアの教育環
境整備として、ご協力をいただきました。小海町社会福祉協議会ボランティア連絡協議会から地域ボランティア
の方々を募っていただき11名の皆さんにより校地内の松をきれいにしていただきました。実は、学校職員では
松を剪定する技術に不安があり、ずっと取り掛かれないでいたことでした。

　寒空の中、長年、庭園管理士をされている盆栽クラブ講師兼会長の篠
原さんのご指導の下、剪定は進められました。二つのグループに分かれ
て、午前9時から2時間程度ですっきりときれいな松にしていただきま
した。作業に携わってくださった皆さんには“松剪定講習会”的な要素
もあったようで、作業後に「私は“サンデー毎日”ですから。学校もう
れしい、私も元気になる、そんな活動をしていきたいと思っているんで
す」とお話しくださった方もいました。本当にありがたいことです。い
つか、生徒と共にかかわりのある活動でお互いが笑顔になるような場面
を期待したいと思います。ありがとうございました。

小海小学校 秋のＰＴＡ作業 ～学校の活動を支えてもらっています～

小海中学校 すっきり！ 美しくしていただきました

今! 小海高校 新年のご挨拶　小海高等学校長　土屋　茂夫
　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。旧年中は本校の教育活動に
ご支援とご協力を賜り誠にありがとうございました。
　本校の校是といたしまして、「地域から信頼される学校」が第一
にございます。「開かれた小海高等学校」として、地域の皆さんと
共に歩んでいくことこそ大切なことであります。高等学校は社会と
いかに関わり、身につけた学力をどのような形で社会や地域に還元
していくかを考え、実践できる子どもたちを育てる場であると考え
ております。
　昨年は小海町制60周年の記念式典が行われ、ご来賓の祝辞のな
かで「小海高等学校は地域と一体となって地域と学校の活性化に取
り組んでおり、南佐久地域に根ざした高等学校であります。このよ
うな高等学校は町の希望です。」という光栄なメッセージを頂戴い
たしました。このように皆様のご期待に応えるよう、地域と連携し、
この地域の存在感ある学校づくりに努力をして参りますので本年も
変わらぬご支援をお願い申し上げます。

生徒大会

クラスマッチ
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「未来を創る子ども達と共に」
　新聞にまたも教師の不祥事が報道される。『またか・・。』
とうんざりする気持ちになる。その事実を告げられた子ども達
や保護者の皆さんの落胆ぶりや心の傷を考えると耐えがたいほ
どいたたまれなくなる。
　「世の中に教師などの学校関係者はたくさんいるわけだから､
割合的に考えればそういう人も出るであろう・・。」果たして
そうなのであろうか。私は違うと思う。教師になったのは偶然
なったわけではない。教師になろうと考えて自分で選んでなっ
たはずだ。では、何のために自分は教師を選んだのか？その時
の気持ちを常に持ち続けていれば､全ての教師がもう一度その
気持ちに立ち返れば､このような不祥事はもう二度となくなる
と思う。
　私が教師になろうと決意したのは小学校5年生の時だった。
その時の担任の先生との出会いが理由だった。昔の先生だから
いけないことをすれば『けつバット』だった。けつバットされ
ながら本当にいけなかったと反省した。『宗ちゃんのいいとこ
ろは弱い者に優しいところだ。』と認めてくれ『気は優しくて
力持ち』という言葉を教えてくれたのも先生だった。そうやっ
て友だちの大切さを教えてくれた。先生は大切なことをたくさ
ん教えてくれた。その時、『俺も先生になりたい。』『先生にな
って子ども達に大切なことを伝えていきたい。』と思った。
　それから教師になって何百人もの子どもと出会ってきた。様
々な悩みを抱えた子どももたくさんいた。心の美しい本当にす
てきな子ども達もたくさんいた。そんな子ども達と出会いなが
ら考える。私はあの時の気持ちを忘れずに今も子ども達と接し
ているだろうか。
　子ども達に次の時代につながっていく大切なことを伝えられ
ているだろうか。子ども達の笑顔を見ながら、問い続けながら、
これからも教師をしていきたい。

らえるような献立を考えたいと思います。

10月ふるさと給食の日献立
松茸ご飯　信州牛と小海の白麗茸のすき焼き風煮
青菜のおよごし　小海のかぼちゃの味噌汁　小海の夏いちご

小海中学校　キャベツをいただきました！　栄養教諭　小池ひろみ
　長野で初雪を観測した11月9日に、八那池の小池幸吉さんの
キャベツ畑にお邪魔させていただきました。野菜高騰のため、
他県で給食を2日停止するというニュースを聞き、「使ってく
ださい」とキャベツをたくさん分けていただきました。当日は
とても冷え込み、寒い朝でした。キャベツの表面には氷がつい
ていて、太陽の光に反射して、きらきらと輝いていました。そ
んな寒い中、小池さんは畑でキャベツを収穫して、待っていて
下さいました。軽トラックいっぱ
いにのせていただいたキャベツを、
給食に使わせていただきました。
新鮮でおいしいキャベツでした。
小池さんの御好意に、感謝の気持
ちでいっぱいです。

　地域の食材を通じて、ふるさとのすばらしさを再認識しても
らう「ふるさと給食」は、今年度から実施しています。小海町
の自然豊かの中で育てられた食材を活用したふるさと給食は、
子ども達にとって身近な教材となります。学校では、食育を通
してふるさと学習を深めています。

小海小学校　まつたけ給食　栄養士　島田夏帆
　今年から月に1度、ふるさと給食という取り組みが始まりま
した。この日は町から予算をいただき、給食を通して子どもた
ちがもっと小海町の良さを知ってもらおうと始まったものです。
小海町産の食材や郷土料理などをできるだけ取り入れるように
しています。
　10月には小海小学校初の「松茸ご飯」を提供しました。顔
ぐらいの大きさのものもあり手間
はかかりましたが、これには子ど
もたちも大はしゃぎ！いつもは残
りがちなご飯もあっという間にな
くなっていました。
　これからも子どもたちのふるさ
と小海町をもっと好きになっても

教育委員会情報　10月・11月

定例教育委員会が行われました

熱 い 共 育 人
小海小学校
3年1組担任
井出 宗一郎

vol.16

●10月教育委員会（平成28年10月24日）
議 1　学力向上委員会（仮称）について

・教育委員会と学校との連携プロジェクトにつ
いて協議しました。

議 2　平成29年度教育事業計画について
　　・教育事業計画について協議しました。
議 3　後援依頼について
　　・ 3件承諾しました。

●10月中学校組合教育委員会（平成28年10月24日）
議 1　東信教育事務所との意見交換について
　　・全国学力テストの分析結果について協議しま

した。
議 2　平成29年度教育事業計画について
　　・教育事業計画について協議しました。

●11月教育委員会（平成28年11月25日）
議 1　平成29年度教育計画・学校計画について

・平成29年度の学校運営について協議しました。
議 2　平成29年度予算編成について
　　・重点事業について協議しました。

●11月中学校組合教育委員会（平成28年11月25日）
議 1　平成29年度教育計画・学校計画について
　　・平成29年度の学校運営について協議しました。
議 2　平成29年度予算編成について
　　・重点事業について協議しました。
議 3　組合立小中一貫校（両小野小中学校）視察に

ついて
　　・研究内容について協議しました。

ふ る さ と 再 発 見  〜ふるさと給食〜
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第
四
十
八
回
南
佐
久
郡
総
合

文
化
展
が
十
一
月
十
二
日
、
十

三
日
に
南
牧
村
中
央
公
民
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

郡
下
六
町
村
か
ら
絵
画
、
書

道
、
陶
芸
、
木
彫
、
手
芸
、
写

真
等
二
五
〇
点
余
り
の
作
品
が

出
品
さ
れ
、
小
海
町
か
ら
は
、

書
道
、
陶
芸
、
手
芸
、
俳
句
等

六
十
点
余
り
の
作
品
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
佐
久
穂
町
の
方

が
制
作
し
た
木
製
の
新
海
神
社

三
重
塔
等
丹
精
込
め
て
制
作
し

た
力
作
が
揃
い
、
多
く
の
方
が

作
品
を
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
審
査
の
結
果
、
小
海

町
で
は
手
工
芸
の
三
部
門
で
公

民
館
運
営
協
議
会
長
賞
、
特
選
、

秀
作
の
合
わ
せ
て
九
作
品
が
受

賞
し
ま
し
た
。

　

町
文
化
祭
に
引
き
続
き
多
く

の
方
に
出
品
し
て
頂
き
、
素
晴

ら
し
い
文
化
展
と
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
は
佐
久
穂
町
で
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
に
出

品
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
受
賞
さ
れ
た
方
は

次
の
通
り
で
す
。

公
民
館
運
営
協
議
会
長
賞

手
工
芸
の
部
一
般
Ⅱ

　

関
く
に
子
さ
ん　
　
　

特
選

手
工
芸
の
部
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク　

　

高
見
澤
や
し
ろ
さ
ん　

秀
作

手
工
芸
の
部
陶
芸

　

佐
藤
て
る
み
さ
ん

　

黒
澤
き
よ
江
さ
ん

手
工
芸
の
部
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

　

島
田　

澄
子
さ
ん

　

加
藤　

里
子
さ
ん

　

井
出
八
重
美
さ
ん

　

篠
原
三
千
子
さ
ん

手
工
芸
の
部
一
般
Ⅱ

　

鈴
木　

恵
子
さ
ん

公民館運営協議会長賞を受賞
した関くに子さんの草木染め

郡
下
の
力
品
が
揃
う　
第
四
十
八
回
南
佐
久
郡
総
合
文
化
展
開
催

○
小
海
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
１
６「
写
真
の
扉
」展

　

2
月
4
日
㈯
～
2
月
19
日
㈰

　

昨
年
、
小
海
町
高
原
美
術

館
を
メ
イ
ン
に
四
ヵ
所
の
会

場
で
行
わ
れ
た
「
決
め
ら
れ

た
時
間
、
決
め
ら
れ
た
エ
リ

ア
」
で
小
海
町
を
撮
影
し
た

写
真
イ
ベ
ン
ト
の
作
品
展
示
。

松
原
湖
観
光
案
内
所

　

電
話　

93
ー
2
0
0
5

水
曜
日
休
館

○
体
育
行
事
・
教
室

　

松
原
湖
ス
ケ
ー
ト
大
会

　
（
小
学
校
の
部
）

　
　

1
月
9
日
（
月
・
祝
）

　

セ
ン
タ
ー
杯
ス
ケ
ー
ト
大
会

　
　

2
月
12
日
㈰

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会

　
　

2
月
26
日
㈰

　

健
康
増
進
教
室

　
　

2
月
19
日
㈰

　
　

3
月
19
日
㈰

○
催　

事

　

成
人
式

　
　

1
月
3
日
㈫

　

観
劇
ツ
ア
ー
（
舞
台
）

　
　

2
月
11
日
㈯

　

今
年
で
七
回
目
と
な
り
ま
し

た
分
館
対
抗
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大

会
が
、
十
一
月
六
日
に
北
牧
楽

集
館
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
も
回
数
を
重
ね
る

ご
と
に
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

大
会
日
程
の
変
更
が
あ
り
、

チ
ー
ム
数
が
昨
年
よ
り
減
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
九

の
分
館
か
ら
参
加
を
い
た
だ
き
、

大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

レ
ー
ン
数
を
四
レ
ー
ン
に
し
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
試
合
に
負
け

て
し
ま
っ
た
チ
ー
ム
で
も
敗
者

復
活
戦
を
行
い
、
再
び
試
合
が

で
き
る
よ
う
に
し

て
カ
ロ
ー
リ
ン
グ

と
い
う
競
技
を
参

加
者
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の

チ
ー
ム
、
親
子
で

の
チ
ー
ム
、
分
館

役
員
の
チ
ー
ム
な

ど
チ
ー
ム
も
様
々
で
多
く
の
方

が
楽
し
く
競
技
を
し
て
い
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
投
げ
る
回
数
が
増

え
て
い
く
ご
と
に
上
手
に
な
り
、

ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ー
ラ
ー
が
ポ
イ
ン

ト
ゾ
ー
ン
の
中
心
付
近
に
止
ま

る
と
、
チ
ー
ム
同
士
で
盛
り
上

が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
チ
ー

ム
が
勝
ち
進
ん
で
い
く
様
子
に

会
場
か
ら
も
大
歓
声
が
飛
ん
で

い
ま
し
た
。

　

十
一
月
の
開
催
で
寒
い
中
で

の
大
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
参

加
者
の
盛
り
上
が
り
で
寒
さ
を

感
じ
さ
せ
な
い
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

優　

勝　

第
4
分
館
Ａ

　

準
優
勝　

第
7
分
館
Ａ

　

第
3
位　

第
11
分
館
Ａ

　

第
3
位　

第
3
分
館
Ａ

○
そ
の
他
教
室
等

　

木
目
込
み
人
形
教
室

　
　

1
月
16
日
㈪
、
23
日
㈪

　
　

2
月
13
日
㈪
、
27
日
㈪

　
　

3
月
13
日
㈪
、
27
日
㈪

　

英
会
話
教
室

　
　

1
月
17
日
㈫
、
31
日
㈫

　
　

2
月
7
日
㈫
、
21
日
㈫

　
　

3
月
7
日
㈫
、
21
日
㈫

　

第
5
回
地
域
歴
史
講
座

「
江
戸
時
代
の
年
貢（
税
金
）」

　
　

2
月
8
日
㈬

○
移
動
図
書

　

毎
月
第
1
・
第
3
火
曜
日（
休

日
の
場
合
は
、
そ
の
翌
週
）

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
創
」

か
ら
の

お
知
ら
せ

１
月
〜
３
月
の
生
涯
学
習
事
業

ポ
イ
ン
ト
ゾ
ー
ン
に

向
か
っ
て
一
投
入
魂

第
七
回
分
館
対
抗
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
開
催
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くらしの情報‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 24
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議
長
（
山
口
凜
大
君
）

　

本
日
は
、
私
た
ち
小
海
小
学

校
五
年
生
六
年
生
を
子
ど
も
議

会
に
呼
ん
で
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
小
海
町
が
で
き
て
六

十
周
年
で
す
。
僕
た
ち
は
そ
の

小
海
町
で
暮
ら

し
て
い
ま
す
。

僕
た
ち
が
住
ん

で
い
る
小
海
町

に
つ
い
て
僕
た

ち
は
良
く
知
ら

な
い
こ
と
も
多

い
で
す
が
、
今

日
は
学
校
で
選

ん
だ
子
ど
も
議

員
が
み
ん
な
で

考
え
て
き
た
提

案
を
し
ま
す
。

　

お
忙
し
い
中

お
い
で
頂
き
ま

し
た
町
長
さ
ん

を
は
じ
め
町
の

皆
様
今
日
は
よ

ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

11月30日、子ども議会が開催され
ました。議長役を務めた山口君のあ
いさつを紹介します。
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平成28年度　地 区 懇 談 会 の 報 告
　平成28年度地区懇談会を分館単位11箇所で開催し、多くの町民の皆さんの出席をいただき110件のご意見等
が出されました。ご協力ありがとうございました。
　懇談会の概要を報告します。

　主な質問、意見、提案、要望とそれらに関する対応
１．総務課関係	 ［35件］

◇町制施行60周年記念事業について
・昭和31年に小海町が誕生し今年60年を迎えるにあたり、30年前に埋設したタイムカプセルの開
封、記念式典と功労者表彰、友好都市大洗町のマーチングバンドの演奏、森昌子コンサートな
ど記念行事を行って参りました。 今後も「町民一人ひとりが輝きながら活動・躍進する町」
を目指し誠心誠意努力して参ります。 

◇宅地造成事業について
・本間下地区に名称を「大田団地」と称し、宅地造成事業を行っております。全19区画、平均面
積約100坪、分譲価格平均50,000円／坪です。今後、分譲広報、現地説明会など行って参ります。

２．町民課関係	 ［11件］
◇防災、環境などについて
・災害時の避難準備情報発令時はやすらぎ園、北牧楽集館が避難場所となります。基本は身の安
全を確保することが大切です。ごみの収集については平成31年10月佐久市へごみ処理を委託す
る予定です。

◇その他、町営バス、交通安全などについて意見、要望
・交通手段の町営バス、タクシー助成事業、交通安全の広報などにより、安全で安心な住みよい
町づくりに努めて参ります。また、美ノ輪荘については、芦谷地区芳の窪団地北側へ移転しま
す。

３．産業建設課関係	 ［58件］
◇道路、水路の改修のほか中部横断自動車道について
・各地区の要望個所など計画的に改修工事等進めております。集落再生支援事業が有効に活用さ
れるよう地区担当職員が連携を取らせて頂きます。また中部横断自動車道は平成29年度中に仮
称八千穂インターまで開通予定です。今後も引き続き早期事業化に向け推進して参ります。

◇観光経済振興分野として、新海誠監督「君の名は。」について質問、意見
・新海誠監督の映画「君の名は。」が大ヒットしております。町ではプロジェクトチームを立ち
上げ、今後の監督のご活躍に期待するとともに、いろいろな場面で町の活性化に繋がるよう施
策の展開を行って参ります。

４．その他	 ［6件］
◇松原湖高原観光交流センター（八峰の湯）について
・年間15万人から16万人の皆様に利用して頂いております。観光・交流の場、健康増進の場とし
て「癒しとくつろぎのひと時」を提供して参ります。

期日
10／　6　
10／　7　
10／11
10／12
10／18
10／24

期日
10／26
10／27
11／10
11／　7　
11／　8　

参　　加　　者　　計

地　　　区
稲子・芦平
松原・八那池
鎰掛
馬流・杉尾
本間・宮下・溝の原・五箇
土村

地　　　区
本村・中村・大州
親沢・川平
宿渡・笠原・卒道
東馬流・本間川
大畑・芦谷・箕輪・小海原

参加者
10名
09名
14名
12名
28名
17名

参加者
16名
20名
13名
31名
14名
184名
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医 療 費 控 除 の 特 例 が 新 設 さ れ ま す

ご不明な点は、役場総務課税務係（92−2525）までお問い合わせください。

　医療費控除の特例として、『セルフメディケーション税制』が新たに施行されます。
　この特例は、健康の維持増進及び疾病予防の取組として、定期健康診断等の一定の取組を行う個人が、
平成29年 1 月 1 日以降に、指定の医薬品（スイッチOTC医薬品）を購入した場合、その購入費用が年
間12,000円を超えると、超えた分（88,000円が控除限度）が医療費控除となる制度です。

　マイナンバー施行に伴い、平成28年分以降の所得税及び、贈与税の申告書の提出の際には、マイナン
バーの記載が必要となり、番号確認、本人確認の書類の添付が必要となりました。税務署へ直接申告さ
れる方、役場で納税相談する方どちらも必要となりますので、お忘れ物のないよう注意をお願い致しま
す。

●用意するもの
◆マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちの方
　マイナンバーカードの表面及び裏面の写しを添付してください。
◆マイナンバーカードをお持ちでない方。（通知カードのみお持ちの方）
　番号確認書類の写しと身元確認書類の写しを添付してください。

健康の維持増進のために一定の取組を行う者が対象です
「一定の取組」とは、医師の関与がある検診や予防接種等です
小海町が実施している健康診断もこれに含まれます

サロンパスEX、バファリンEX、ロキソニンS　等
※厚生労働省ホームページに指定の医薬品リストが掲載されております

（その年の支払い額―保険金等の額）－12,000円
自己又は自己と生計を一にする配偶者その他親族の分を、まとめて計上することができます

現行の医療費控除制度か本制度かの選択となり、両方は適用できません
平成30年の確定申告から適用となる制度です
申告には一定の取組を明らかにする書類（健康診断の結果通知等）と、指定の医薬品を購入
した際のレシートや領収書が必要になります

対 象 者

指 定 の
医 薬 品

控除計算

注 意 点

税 務 署 か ら の お 知 ら せ

番 号 確 認 書 類 身 元 確 認 書 類
●通知カード
●住民票の写し
　（マイナンバーの記載のあるもの）
　などのいずれか１つ

●運転免許証
●パスポート
●健康保険の被保険者証
●身体障害者手帳
　などのいずれか１つ
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○
第
1
番
（
内
田
湘
大
君
）

　

私
は
、
小
海
町
が
も
っ
と
明

る
い
町
に
な
る
た
め
に
、
小
海

町
に
、
プ
テ
ィ
リ
ッ
ツ
ァ
の
形

を
し
た
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
を
作

る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

　

タ
ワ
ー
の
中
に
は
、
歴
史
の

展
示
や
、
喫
茶
店
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
な
ど
が
あ
り
、
そ
こ
に

来
た
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
れ

ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

町
長　

実
施
可
能
ま
で
に
は
時

間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、

い
つ
か
実
施
で
き
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
す
。
夢
の
あ
る
提
案
あ

り
が
と
う
。

○
第
2
番
（
浅
野
晴
さ
ん
）

　
「
子
育
て
を
し
て
い
る
お
母

さ
ん
た
ち
か
ら
保
健
の
学
習
を

受
け
る
」
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
た
ち
が
実
際
に
経

験
し
て
い
る
の
で
、
ど
ん
な
苦

労
を
し
て
私
た
ち
を
育
て
て
来

た
か
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
今
ま
で

私
た
ち
の
た
め
に
工
夫
し
て
き

た
こ
と
に
対
し
て
、
感
謝
の
気

持
ち
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

教
育
長　

先
生
と
相
談
し
て
、

3
学
期
か
ら
お
母
さ
ん
た
ち
が

授
業
に
参
加
す
る
体
制
を
取
り

た
い
と
考
え
ま
す
。

○
第
3
番
（
小
池
叶
宇
君
）

　

小
海
町
を
も
っ
と
楽
し
い
町

に
す
る
た
め
に
、
娯
楽
施
設
を

作
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

　

今
の
よ
う
に
車
や
電
車
を
使

っ
て
遠
く
の
映
画
館
な
ど
に
行

か
な
く
て
も
、
歩
い
た
り
、
バ

ス
に
乗
っ
た
り
す
る
だ
け
で
い

け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

町
長　

娯
楽
施
設
が
あ
る
か
ら
、

楽
し
い
町
と
は
限
ら
な
い
と
思

　

小
海
小
学
校
五
・
六
年
生
が
、
今
の
町
政
へ
の
率
直
な
意
見
や
疑

問
を
尋
ね
、
町
の
未
来
へ
の
希
望
を
語
る
「
子
ど
も
議
会
」
が
役
場

議
場
で
十
一
月
三
〇
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
制
施
行
六
十
周
年
を
記
念
し
て
、
町
が
初
め
て
企
画
し
児
童
の

代
表
十
七
人
が
議
長
や
議
員
役
を
務
め
質
問
し
ま
し
た
。

い
ま
す
。
た
ま
に
佐
久
市
の
映

画
館
に
行
く
の
で
は
ダ
メ
で
す

か
。
楽
集
館
の
図
書
館
や
美
術

館
の
シ
ア
タ
ー
で
、
読
書
や
映

画
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

○
第
4
番（
西
舘
菜
々
子
さ
ん
）

　

平
成
26
年
の
ぎ
お
ん
祭
で
の

水
路
転
落
事
故
現
場
は
ど
ん
な

と
こ
ろ
で
す
か
。
そ
の
場
所
は

修
理
し
ま
し
た
か
。

　

お
祭
り
の
途
中
で
雨
が
降
り

始
め
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
お

店
の
前
に
テ
ン
ト
を
取
り
付
け

て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
か
さ

を
配
る
こ
と
も
提
案
し
ま
す
。

　

ま
た
、
駅
前
も
屋
台
を
並
べ

て
ほ
し
い
で
す
。

産
業
建
設
課
長　

事
故
の
場
所

は
直
し
ま
し
た
。
運
営
は
ふ
る

さ
と
祭
り
ぎ
お
ん
祭
実
行
委
員

会
で
検
討
し
ま
す
。

○
第
5
番
（
畠
山
伊
織
君
）

　

楽
集
館
を
も
っ
と
便
利
で
使

い
易
く
す
る
た
め
に
、
館
内
に

売
店
を
作
る
こ
と
を
提
案
し
ま

す
。

　

売
店
が
あ
れ
ば
、
自
分
で
お

昼
を
持
っ
て
き
た
り
、
車
で
買

い
物
に
行
っ
た
り
す
る
必
要
が

な
く
な
る
か
ら
で
す
。

　

お
昼
の
時
間
に
お
弁
当
な
ど

を
売
り
に
来
て
も
ら
っ
た
り
し

て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課
長　

町
内
の
お
店

に
相
談
し
た
が
無
理
で
し
た
。

飲
物
は
自
動
販
売
機
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

○
第
6
番
（
市
川
光
琉
君
）

　

福
祉
医
療
給
付
事
業
拡
大
18

歳
ま
で
医
療
費
無
料
に
つ
い
て

提
案
が
あ
り
ま
す
。
私
は
18
歳

ま
で
で
は
な
く
15
歳
ま
で
に
し

て
、
75
歳
以
上
は
95
％
引
き
に

し
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

小
海
町
は
お
年
寄
り
が
多
い

の
で
、
お
年
寄
り
は
病
気
や
ケ

ガ
が
多
い
の
で
こ
う
考
え
ま
し

た
。
子
ど
も
は
怪
我
を
し
て
も

す
ぐ
治
る
の
で
、
こ
の
こ
と
を

提
案
し
ま
し
た
。

町
民
課
長　

親
御
さ
ん
の
経
済

負
担
の
軽
減
を
図
り
、
子
育
て

支
援
策
の
一
環
で
福
祉
医
療
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

○
第
7
番
（
米
川
奨
君
）

　

道
の
駅
や
小
海
町
を
も
っ
と

有
名
に
す
る
た
め
に
、
小
海
町

の
木
を
使
っ
た
プ
テ
ィ
リ
ッ
ツ

ァ
づ
く
り
の
体
験
を
し
て
も
ら

う
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

　

観
光
客
な
ど
が
道
の
駅
で
プ

テ
ィ
リ
ッ
ツ
ァ
づ
く
り
を
体
験

で
き
る
、
と
い
う
の
は
ど
う
か

と
思
い
ま
す
。

町
長　

道
の
駅
を
改
修
し
ま
す
。

直
売
所
の
会
の
皆
さ
ん
に
提
案

し
、
実
現
で
き
る
よ
う
考
え
て

い
き
ま
す
。

○
第
8
番（
小
田
中
乃
亜
さ
ん
）

　
「
八
峰
の
湯
」
に
も
っ
と
お

客
さ
ん
が
来
る
た
め
に
、
休
日

割
引
お
食
事
券
を
作
っ
た
ら
ど

う
で
す
か
。

　

休
日
は
お
客
さ
ん
が
い
っ
ぱ

い
来
る
の
で
、
入
浴
だ
け
で
な

く
食
事
を
し
て
帰
る
人
も
増
え

る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、「
八
峰
の
湯
」
だ
け

で
食
べ
ら
れ
る
、
お
や
き
の
粉

町制施行60周年
小海町初の「子ども議会」開催
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地
元
の
食
材
を
も
っ
と
ア
ピ

ー
ル
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
松
原
湖
の
ワ
カ
サ

ギ
を
も
っ
と
広
め
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
の
野
菜
も
、
ス

ー
パ
ー
で
の
試
食
を
増
や
し
、

お
い
し
い
食
べ
方
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
紹
介
す
る
な
ど
の
方

法
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

町
長　

松
原
湖
で
ワ
カ
サ
ギ
を

孵
化
し
て
い
ま
す
。
ワ
カ
サ
ギ

が
増
え
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
販

売
で
き
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

野
菜
が
道
の
駅
で
試
食
が
で
き

る
よ
う
直
売
所
の
皆
さ
ん
と
頑

張
り
ま
す
。

○
第
11
番
（
大
塚
未
紗
さ
ん
）

　

鞍
掛
豆
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ

い
て
三
つ
提
案
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
鞍
掛
豆
の
マ
ス
コ
ッ

ト
を
作
っ
て
は
ど
う
で
す
か
。

二
つ
目
は
鞍
掛
豆
の
こ
と
が
も

っ
と
よ
く
知
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
レ
シ
ピ
を
考
え
て
き
ま
し

た
。「
鞍
掛
豆
ク
ッ
キ
ー
」
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
三
つ
目
は

鞍
掛
豆
の
ク
ッ
キ
ー
や
様
々
な

料
理
を
「
八
峰
の
湯
」
に
提
供

し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

と
そ
ば
の
粉
を
ブ
レ
ン
ド
し
て
、

お
や
き
そ
ば
ク
ッ
キ
ー
を
作
っ

た
ら
ど
う
で
す
か
。

温
泉
専
門
幹　

休
日
よ
り
平
日

の
お
客
さ
ん
を
増
や
す
努
力
を

し
て
い
ま
す
。
ク
ッ
キ
ー
は
温

泉
で
は
で
き
な
い
の
で
、
加
工

グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

し
て
み
ま
す
。

○
第
9
番（
平
林
し
ず
く
さ
ん
）

　

高
原
野
菜
を
県
外
の
人
に
も

知
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
で
す
。

　

甘
く
て
、
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し

て
い
る
高
原
野
菜
の
お
い
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
小
海

町
に
来
る
人
が
増
え
て
、
に
ぎ

や
か
に
な
る
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。

　

高
原
野
菜
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
売
る
こ
と
は
ど
う
で
す
か
。

産
業
建
設
課
長　

Ｊ
Ａ
長
野
八

ヶ
岳
さ
ん
な
ど
と
協
議
し
検
討

し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
販
売
は
行
っ
て
い
ま
す
。

○
第
10
番
（
渡
邉
大
晴
君
）

産
業
建
設
課
長　

鞍
掛
豆
の
商

品
の
、
研
究
開
発
し
て
い
ま
す
。

ま
た
料
理
レ
シ
ピ
を
作
成
し
ま

し
た
。

○
第
12
番
（
鷹
野
晴
君
）

　
「
松
原
湖
は
こ
ち
ら
で
す
。」

と
い
う
大
き
な
看
板
を
作
る
こ

と
を
提
案
し
ま
す
。

　

今
も
看
板
が
あ
り
ま
す
が
、

わ
か
り
や
す
い
と
は
い
え
な
い

と
思
う
か
ら
で
す
。
そ
こ
に
大

き
な
看
板
が
あ
る
と
、「
こ
っ

ち
に
あ
る
ん
だ
な
。」
と
い
う

こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
大

き
く
て
電
光
掲
示
板
の
よ
う
に

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
す
て
き

な
も
の
を
作
る
の
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。

町
長　

実
施
の
方
向
で
、
観
光

協
会
な
ど
と
検
討
し
ま
す
。

○
第
13
番
（
志
村
心
春
さ
ん
）

　

小
海
ト
ン
ネ
ル
を
き
れ
い
に

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
ト
ン
ネ
ル
の
中
の

柵
の
塗
り
替
え
、
二
つ
目
は
照

明
替
え
、
三
つ
目
は
入
口
の
サ

ラ
サ
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
の
絵
の

塗
り
替
え
、
そ
し
て
ト
ン
ネ
ル

の
中
に
柵
に
絵
を
付
け
足
す
と

い
う
提
案
を
考
え
ま
し
た
。

町
長　

二
つ
目
以
外
は
実
施
し

ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
の
照
明
は
最

近
修
繕
し
ま
し
た
が
、
歩
道
に

支
障
が
あ
れ
ば
再
度
検
討
し
ま

す
。

○
第
14
番
（
辻
尚
生
君
）

　

小
海
町
に
た
く
さ
ん
の
人
が

買
い
物
に
来
て
く
れ
る
よ
う
に
、

大
き
な
商
業
施
設
を
作
る
こ
と

を
提
案
し
ま
す
。

　

若
い
人
が
行
く
よ
う
な
お
店

が
あ
ま
り
な
く
、
若
い
人
を
増

や
す
た
め
に
も
そ
う
い
っ
た
お

店
が
必
要
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

小
海
駅
の
前
に
あ
る
ア
ル
ル
を

改
装
し
、
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ

や
、
お
土
産
屋
さ
ん
を
作
る
の

は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。

総
務
課
長　

店
舗
改
装
助
成
事

業
を
利
用
し
、
店
舗
の
改
装
や

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
取
り
組
ん
で

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
第
15
番
（
松
本
叶
夢
君
）

　

小
海
駅
や
駅
前
、
ド
ラ
イ
ブ

イ
ン
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
ま

す
。

　

一
つ
目
は
小
海
産
の
食
材
を

使
っ
て
駅
弁
を
作
っ
て
売
る
、

二
つ
目
は
プ
テ
ィ
リ
ッ
ツ
ァ
の

商
品
化
、
三
つ
目
は
小
海
で
採

れ
た
食
材
な
ど
で
小
海
町
限
定

の
お
み
や
げ
を
売
っ
た
り
、
季

節
限
定
で
お
み
や
げ
を
売
る
こ

と
で
す
。

　
「
ま
た
小
海
町
に
来
た
い
」

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

お
み
や
げ
な
ど
を
売
っ
た
ら
い

い
と
思
い
ま
す
。

産
業
建
設
課
長　

商
店
業
や
観

光
業
の
方
と
相
談
し
、
で
き
る

こ
と
か
ら
具
体
化
し
て
参
り
ま

す
。

○
第
16
番
（
井
上
広
聖
君
）

　

総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
を
作
る

こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
体
育
セ
ン
タ
ー

に
室
内
プ
ー
ル
が
あ
れ
ば
、
水

泳
や
、
プ
ー
ル
で
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
楽
し
む
人
が
増
え
、
小

海
町
の
人
が
健
康
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
外
で
い
い

の
で
気
軽
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
で
き
る
コ
ー
ト
が
欲
し
い

で
す
。

　

以
前
、
松
原
に
は
プ
ー
ル
が

あ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
ど
う

し
て
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
か

も
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

副
町
長　

今
あ
る
施
設
を
有
効

に
活
用
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と

考
え
ま
す
。
プ
ー
ル
は
、
高
冷

地
で
あ
り
、
利
用
者
が
少
な
く

老
朽
化
の
た
め
撤
去
し
ま
し
た
。

　

町
長
は
、「
皆
さ
ん
の
提
案
、

意
見
を
し
っ
か
り
お
聞
き
し
、

す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
、
で
き
な

い
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

夢
と
希
望
と
願
い
の
実
現
に
町

も
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
。」
と
話
し
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
思
い
出
に
残
る
議

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
「
子
ど
も
議

会
」
が
教
材
と
し
て
子
ど
も
達

の
成
長
の
一
端
を
担
う
こ
と
が

で
き
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。



平成29年1月1日 第 4 9 2 号 (　)18役場からのおしらせ

お気軽にご相談ください

民生児童委員は地域における相談・支援者です
　任期満了による一斉改選により、新たに民生・児童委員の皆さんが、厚生労働大臣より委嘱されました。民
生委員制度は大正 6年に岡山県で創設され、平成29年に制度創設100周年を迎えます。制度創設から地域住民
の身近な相談役、福祉行政へのつなぎ役のボランティアとして、地域住民の立場に立って皆様の暮らしを支援
する人です。　　　　　　　　　
　任期は平成28年12月 1 日から 3年間です。
　子育てに関すること、高齢者の介護に関すること、健康・医療に関することなど生活の中で気になっている
ことがございましたら、お気軽にご相談ください。
　民生児童委員には守秘義務がありますので、皆様から受けた相談内容は固く守られます。

（民生児童委員に関してのお問い合わせは、役場社会福祉係までお願いします。）

小海町民生児童委員名簿 任期：H28.12 ～ H31.11（敬称略）

新任・再任
新　任
再任（会長）
新　任
新　任
再　任
再任（副会長）
新　任
再　任
再任（副会長）
新　任

新再任別
新　任
新　任
新　任
新　任
新　任
新　任
新　任
新　任
新　任

氏　名
染谷きよ子
篠原　建吉
神沢のり子
堀込久美子
篠原しさ子
小池きみ子
畠山美千代
矢坂　千宏
渡辺　　篤
黒澤　豊子

氏　名
黒澤　榮子
井出スミエ
小山　　茂
新井さよ子
新津むつみ
井出すみ子
高見澤やしろ
井出　　勇
小池　律子

電話番号
92−3138
92−2297
92−3299
92−2103
92−3443
92−3024
77−7182
93−2737
92−4322
92−2855

電話番号
92−3777
92−3239
92−3570
92−3662
92−3067
92−2119
92−3237
92−4231
92−2640

担 当 区 域
本間下、本間上、宮下
本間川、溝の原、五箇、杉尾
馬流元町、馬流高根町
馬流本町、馬流清水町
鎰掛、二夕小池
八那池
松原
芦平、稲子
箕輪、芦谷、大畑
小海原、中村、大州

担 当 区 域
本村
親沢、川平
宿渡、笠原、卒道
土村南町
土村旭町
土村栄町
土村清水町
東馬流
主任児童委員

運転免許証をすべて返納された方は

をご利用ください
運 転 免 許 証 自 主 返 納 者 支 援 事 業

●対 象 者	 年度中に７０歳以上になられる方又は障害者手帳等所持者で運転免許証のすべ
てを自主返納された方

●助成内容　初年度‥‥‥‥タクシー利用助成券（１,２００円分）を１２枚無料交付
	 次年度以降‥‥タクシー利用助成事業の購入限度枚数に１２枚追加
●交付方法　窓口で申請書を記入、「運転履歴証明書」又は「申請による運転免許証取消通

知書」を提示して、助成券の交付を受ける
●利用方法　タクシー利用助成券１枚で、１,２００円分まで利用可能
	 １回の乗車で助成券複数枚利用可能（相乗り同時利用可能）

お問合せは　町民課　高齢者支援係　電話９２－２５２５までお願いします。



シリーズ防災 ⑰
土村地区において、平成28年12月4日㈰、東海地方を

震源とする地震が発生したことを想定し、100名を超える参加者に
より防災訓練が開催されました。9時の土村地区への緊急放送で避難勧告から始

まり、土村の集会施設への避難誘導、消火器を使った消火訓練、ハザードマップによる図
上訓練、消防団第4分団の指導の下、ホースの接続の仕方・構え方の指導を受けました。

　初めての試みで、課題、問題点もありましたが、やってみて初めて気づくことが多々あり、やってよ
かったという声が多く聞かれました。今回の訓練を機会に防災意識の高揚に繋がればと思います。
　また、11月13日㈰本間公民館グラウンドにおいて本間区防災訓練が行われ、同じく小海町消防団に
よる林野火災に対する消火訓練が松原において行われました。消防署、町、各地区の消防団も協力しま
すので、防災訓練を考えている地区がありましたら、ぜひご相談ください。（小海町消防団本部）

土村4地区ごとに受付を設置。人員把握の困難さを痛感しました

非常食を使った炊き出しも行いました

消火器の使い方を消防団第4分団の指導により実施

ハザードマップを使い、地区ごとに危険箇所・避難ルートを確認しました

初期消火に備えるため消防団第4分団の
方々に、消火栓とホースの接続の仕方、ホ
ースとホースの接続の仕方、放水時の構
え方等の指導を受けました。



平成29年1月1日 第 4 9 2 号 (　)20役場からのおしらせ

すこやかBOXすこやかBOX小海町保健推進委員が活躍!!
〜県と佐久で研究発表〜

　今年度、保健推進委員会では、9月30日㈮に長野市
ホクト文化ホールにて長野県保健補導員等研究大会の
発表を、11月1日㈫には、北相木村グリーンドームに
て佐久地区保健補導員等研究大会の発表をそれぞれ行
いました。
　発表内容は、北風小僧の寒太郎劇に合わせた保健推
進委員の活動紹介と寒太郎体操及び、「出張!! すこや
か保健室」の取組みについてでした。
　当日は、他の地域の保健補導員さんの
前で、高血圧の仕組みを劇に合わせて上
演し、会場が笑いに包まれるような、楽
しい雰囲気の中で発表をすることができ
ました。
　この発表は、2月の健康福祉まつりに
おいても予定しておりますので、是非皆
様のご来場をお待ちしています。

子育て小海

連載№14

小海町子育て応援クーポン支給事小小小小海町子育て応援クーポン支給事業海海小海町子育て応援クーポン支給事業海 育 応 ポ小海町子育て応援クーポン支給事業小海町子育て応援クーポン支給事業
小学校、中学校に入学する児童・生徒がいる家庭に入学時の経済的負担を
軽減し、児童・生徒の健全な育成を支援するため、こうみＰネット券を子
育て応援クーポン券として支給します。

●対象家庭
　平成29年度に小・中学校に入学する児童、
　生徒がいる家庭

●支給されるクーポン
　小学校入学児童　Ｐネット券 20,000円分
　中学校入学児童　Ｐネット券 30,000円分

　●支給手続
　　該当する世帯に申請用紙を送付しますので、その用紙に記入し支給日に提出して下さい。

　　●支給日
　　【中学校入学】平成29年2月14日を予定しています。（小学校最終参観日にて）
　　【小学校入学】平成29年2月14日以降随時（小海保育園にて）

　　※詳しくは対象世帯に送付します通知をご覧ください。
　　　お問い合わせ：小海保育所　電話92－2351



第 4 9 2 号 平成29年1月1日(　)21 役場からのおしらせ

　小海町本村の東原の圃場で、平成27年 5 月に約100株のわさびを試験的に定植し、越冬が可能か、ど
の程度育つかなど観察してきました。
　越冬した本年 6月29日㈬安曇野市から㈱マル井　吉田工場長をお招きし、試験栽培地において栽培講
習会を行いました。講習会では、気温が25度を超えると生育が止まってしまうことや、水わさびと畑わ
さびに品種の差はなく育て方も簡易であるといったお話を聞きました。
　また、11月15日㈫には、大町市方面に畑わさび栽培の圃場を視察に行きました。大きく育てると 1株
が 1キロ近くにもなることや、茎については、定植 1年目のほうが 2年目よりも太く育つことがわかり
ました。
　出荷については、収穫後土などを落とすため洗浄しますが、総重量で販売し規格等の基準はありませ
ん。価格についても、県内の他産地の状況から再生産が出来るように㈱マル井で一定額で取引するとの
ことであり安定した収入が見込めます。

◎畑わさびの特徴
・夏涼しく西日が当たらないような場所が適地
・生育適温は18～20℃、25℃以上になると生育がとまってしまう。
・積雪がある方が凍霜害を受けにくく、冬越しが楽になる。
・水はけの良い場所で、有機質に富んだ畑が適地ですが一般的に野菜が栽培できる場所であれ
　ば問題なし。
・直射日光を嫌うため、露地栽培では遮光が必要。
・加工用・茎の収穫を目的とした栽培方法で、播種から収穫までに必要な期間は、
　露地で14～16ヶ月、林間で20～24ヶ月
◎注意事項
・冬越しは、もみ殻や落ち葉等で凍霜害を防ぐ。
・出荷時は、洗浄し茎・根・葉に分別して出荷

　畑わさび栽培を希望する方を募集します。
　お問合せ、苗を注文される方は、普及センター（92−2922）または役場農政係（92−2525）までご連
絡ください。締切は 1月20日㈮です。

大町市の圃場

畑わさび栽培希望者の募集について



平成29年1月1日 第 4 9 2 号 (　)22役場からのおしらせ

町税等納期のお知らせ　平成29年1月〜2月の納期は下記のとおりです

町税等の口座振替をご利用の方は納付月の26日が振替日となります。
前日までに残高の確認をお願いいたします。
※26日が土日・祝日の場合は翌平日に振替えます。
また、窓口納付の方につきましては、納期限が各納付月の月末となります。
窓口納付の方は、納付の煩わしさのない口座振替納付のご利用をお勧めします。
納税が遅れますと督促状が送られ延滞金が課せられますので、必ず納期限内に納税をお願いいたします。

　小海町が発注する建設工事並びに建設工事に
係る測量、調査、設計及び工事監理の業務の委
託契約についての競争入札に参加を希望する方、
また小海町が発注する物品の製造の請負及び購
入等について、競争入札参加資格の取得を希望
する方は、申請書と必要とされる書類を作成し
役場総務課総務係へ提出して下さい。 
※申請書は、町のホームページの行政情報に
掲載されていますのでご利用下さい。
※提出の際には、A 4 ファイルに書類をまと
めて提出して下さい。

　小海町農業委員会委員の任期が平成29年 1 月31日で満了となります。
　平成29年 2 月 1 日から平成32年 1 月31日まで 3年間務めていただきます委員の皆さんが決まりました。
　制度改正により、今回から選挙は行わず町長が議会の同意を得て任命することとなり、12月 6 日に議会で同意されま
した。また農地利用最適化推進委員が新設され、本委員については 2名を今後、農業委員会が委嘱してまいります。

（敬称略）

〈受付期間〉平成29年 2 月 1 日～ 2月28日（土・日曜日、祝祭日を
除く）

〈受付時間〉午前 8時30分～午後 5時15分
〈有効期間〉今回付与する入札参加資格の有効期間は、原則として

平成29年 4 月 1 日～平成31年 3 月31日までとなります。
（29年度、30年度の 2年間）

○提出方法：郵送または、直接役場総務課総務係まで提出して下さ
い。

〈お問い合わせ・提出先〉
　小海町役場　総務課総務係
　〒384−1192　小海町大字豊里57−１　TEL 0267−92−2525

口座振替日
1月26日㈭
2月27日㈪

後期高齢者医療保険料介護保険料国民健康保険税

７期
８期

７期
８期

７期
８期

事業主、事業所を経営されている皆様へ

平成29・30年度入札参加資格審査申請についてのお知らせ

次期農業委員が決まりました

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

氏　名
山 口 元 吉
篠 原 雄 市
須田百合子
篠 原 　 満
井 出 太 実
畠 山 英 明
菊 池 敬 治
黒 澤 正 幸
山 嵜 　 猛
井 出 和 人
佐 藤 建 男
新 津 俊 治
小 池 良 男
渡 辺 佳 子

性別
男
男
女
男
男
男
男
男
男
男
男
男
男
女

住　所
本 間 下
本 間 川
溝 の 原
馬 流
鎰 掛
松 原
稲 子
芦 谷
大 州
親 沢
宿 渡
土 村
八 那 池
馬 流

年齢
70
46
66
62
53
69
66
74
66
67
67
69
66
70

推薦地区・団体名
本間上、本間下、宮下
東馬流、本間川
五箇、溝の原
馬流、杉尾
鎰掛
松原
稲子、芦平
小海原、芦谷、箕輪、大畑
本村、中村、大州
親沢、川平
宿渡、笠原、卒道
土村
八那池、JA長野八ヶ岳理事
小海町商工会

備　　考
　3　期
新　認定農業者
　1　期
新
　1　期　認定農業者
　1　期
新　認定農業者
新
新
新
　1　期（H11～）　認定農業者
　1　期
　1　期
新
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　小海町の冬の風物詩となっております、氷上トライ
アスロン小海大会を、下記の日程により開催します。
ご参加お待ちしております。
　また、同時に、大会のお手伝いをしていただける運
営委員も募集しています。役場　産業建設課　大会事
務局　電話92−2525までご連絡ください。

期　　日　平成29年１月22日(日)
競技種目　スラロームスキー03㎞
　　　　　ランニング　　　16㎞
　　　　　スケート　　　　10㎞（400Ｍ×25周）

※一般部門　同一選手が3種目競技を連続
して行なう。

※リレー部門（2名又は3名で競技を行な
う）

21日（土）は開会式・レセプション
制限時間　４時間
会　　場　小海リエックス・スキーバレー・松原湖高

原スケートセンター及び周辺道路
定　　員　200名（リレー25組含む）

参 加 費　1名　11,000円（レセプション費・傷害
保険料等含む）

	 高校生以下　5,000円（レセプション費・
傷害保険料等含む）

	 リレー部門　1チーム21,000円（レセプ
ション費・傷害保険料等含む）

申込締切　平成29年1月10日㈫（定員になり次第締
め切り）

申込方法　参加申込書・誓約書を下記に送り、参加料
を指定口座へ振り込む。

	 現金書留も可。
申 込 先　氷上トライアスロン小海大会事務局
　　　　　〒384−1192
　　　　　長野県南佐久郡小海町大字豊里57-1
　　　　　小海町役場観光係　℡0267−92−2525　

Fax0267−92−4335
振 込 先	 ゆうちょ銀行
	 口座番号　00590−1−71832
	 口座名義　氷上トライアスロン小海大会

第28回 氷上トライアスロン小海大会参加者募集!!

フォトトピックスフォトトピックス
大洗町　第20回あんこう祭に参加して
　11月13日㈰に小海町観光協会を主体に大洗町の『あんこう祭』
に参加しました。茨城県大洗町と小海町は平成27年2月26日に
「友好都市協定」及び「災害対策支援協力協定」を結びました。当
日は天気も良く、ガールズ＆パンツァーの熱狂的なファンがものす
ごく多く、主催者発表で13万の来場者があったようです。
　小海町の観光宣伝、特産品の販売、新海誠監督作品「君の名
は。」展の宣伝をしました。
　会場内には友好都市協定を
結んでいる10市町村の他、
多数の出店があり、ステージ
では、あんこうの解体ショー
をはじめさまざまなショーが
行われました。

根菜祭りが開催されました。
11月12日㈯小海町農産物加工直売所において、根菜祭りが開催さ
れました。当日は、秋野菜や加工グループの方々によるおやきやお
饅頭、惣菜等多数の商品が販売されました。また、ポップコーン、

わたあめ、ポン
菓子、豚汁のふ
るまい等が行わ
れ、町内外から
300人を超える
方にご来場いた
だきました。誠
にありがとうご
ざいました。

横山タカ子先生による
『信州の長寿ご飯』～小海町の味～開催
　11月22日㈫に銀座NAGANOにおきまして、長野県の
料理研究家として有名な横山タカ子先生による、小海町の
食材を使用した料理がふるまわれました。昼・夜の2部制
により約50名の方にご参加いただきました。鞍掛豆やハ
クレイ茸をはじめとした特産品の他に、多数の小海町の食
材を使用した素晴らしい料理が並び、参加者の皆様は大変
満足しておられました。
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小海町インフォメーション小海町インフォメーション
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小海町選挙管理委員会からお知らせ

郵便投票には、証明書の交付手続きが必要です
●郵便による不在者投票について
　身体に重度の障害がある人、介護保険法の要介護５の人は、郵便により自宅で投票できる
制度があります。
郵便投票ができる人は

●郵便等投票証明書の交付申請の手続き
　郵便による不在者投票は、選挙に関係なくあらかじめ町選挙管理委員会に対し、郵便等投
票証明書の交付申請を行い、証明書の交付を受ける必要があります。

１　投票する本人が署名した「郵便等投票証明書交付申請書」に、身体障害者手帳、戦傷病
者手帳、介護保険被保険者証のいずれかを添えて、町選挙管理委員会に申請してくだ
さい。

２　審査後「郵便等投票証明書」が町選挙管理委員会から交付されます。
	 有効期限
	 介護保険要介護５の方➡認定の有効期間の末日まで
	 それ以外の方➡「郵便等投票証明書」の交付日から７年間

　詳細は、町選挙管理委員会（役場総務課総務係）℡92−2525までお願いします。

●両下肢、体幹、または移動機能の障害が１級か２級
●心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、または小腸の障害が１級か３級
●免疫・肝臓の障害が１級から３級

障害者手帳を
お持ちの人

●両下肢又は体幹の障害が特別項症から第２項症
●内臓の障害にあっては、特別項症から第３項症

戦傷病者手帳を
お持ちの人

●被保険者証に要介護状態区分が要介護５
介護保険被保険者証
をお持ちの人

松原の鷹野文江様から、介
護用品を寄付していただき
ました。
地域包括支援センターで、
有効に活用させていただき
ます。
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農産物加工直売所より
改修工事のお知らせ

　農産物加工直売所は、この平成29年 1
月から改修工事に入ります。改修工事の
期間は、 3月末までの予定です。この間、
直売所は、休業となります。 4月には、
売り場面積を拡大させ、リニューアルオ
ープンしますので、町民の皆様のご理解、
ご協力をお願いします。

ありがとうございました
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上手に
包めたよ！

美味しい
焼き芋
まだかな♪

子 育 て 支 援 だ よ り

　11月10日㈭、小海なかよし児童館では未就園
児親子を対象に「やきいも会」を開催しました。
蒸かしたさつま芋をアルミホイルで包み、焚き火
に入れます。焚き火のおかげでお外でも暖かく、
ゆっくりお芋を食べることが出来ました。
　あま～いお芋を、子ども達は夢中でほおばりま
す。
　心も体もほっこり温まるひと時でした♪

１・２月の子育て支援教室
子育て支援センター事業

次世代育成事業

児童館事業

★おもちゃランド
・ 1月12日㈭　10時～　「小麦粉ねんどや

米粉ねんどで遊ぼう」
・ 2月 2日㈭　10時～　「豆まき」
★パパ・ママ　カンガルー広場
・ 1月26日㈭　10時～　「クッキング3 〜恵方巻き作り〜」
・ 2月13日㈪　10時～　「ヨガ教室」
★はぐくみサロン
・ 1月19日㈭　10時～　「ママの心も体もリフレッシュ」
・ 2月23日㈭　10時～　「歯科医から見える、子どものお話」

★こども探検隊　美術館とコラボ
・ 2月18日㈯　 9時～　「製作＆雪あそび」

★子ども教室
・ 1月14日㈯　 9時～　「まゆだま作り」
・ 1月18日㈬　放課後〜「お正月遊び」
・ 1月25日㈬　放課後〜「編み物」
・ 2月 4日㈯　 9時～　「太鼓教室＆鑑賞」
・ 2月 8日㈬　放課後〜「ドッジボール」
・ 2月22日㈬　放課後〜「ゲーム遊び」

◆白樺結婚相談　(小海町・佐久穂町・南相木村・北相木村)
　・ 1月15日㈰　13時～16時　・ 2月19日㈰　13時～16時
　　佐久穂町老人福祉センター「こまどり」
　　※ご本人でもご家族でも結構です。
◇小海町結婚相談
月～金曜日の 8時30分～19時まで、小海なかよし児童館にて
受付ております。本人でもご家族でも結構です。または、お
近くの結婚相談員さんにもお気軽にご相談ください。

結婚推進事業　～婚活のすすめ～

お問い合わせ：小海なかよし児童館　92−2580

美味しいやきいも会!ホクホク♪あま〜い

小海保育所　ぺったんぺったん♪おもちつき

　11月18日㈮にお
餅つき大会が行われ
ました。
　民生委員の方々が
子ども達の歌に合わ
せてお餅をつきます。
年長さんも体験しま
した。つきたての柔
らかいお餅を皆で美
味しくいただきまし
た。
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〈編集・発行〉社会福祉法人　小海町社会福祉協議会／〒384−1103　長野県南佐久郡小海町大字豊里805番地　ＴＥＬ．92−4107㈹　ＦＡＸ．92−2457

〜理念〜　誰もが皆、自分らしく生きる為に、支え合う地域づくりを目指します。

やすらぎ園だより
No.150

小海町赤十字奉仕団
災害時ボランティアセンター体験講習

　１１月８日、小海町赤十字奉仕団の各地区の正副分団
長を対象とした災害時におけるボランティアセンター体
験講習会を日本赤十字社長野県支部の小柳さんと竹内さ
んを講師に受講しました。
　内容は災害ボランティアセンターとはどんなものか学
習し、実践として各グループに分け、スタッフになって
被災地、被災者の要望を把握したり、ボランティアを受
け入れ、被災地が必要とする活動が出来る様にしたりす
る体験を行ったり又、ボランティアになって色々な被災
地や被災者宅へ活動に行く体験を行いました。

　実際の運営では、被害の規模や地域特性、平時の協力
体制などで対応が違ってきます。今回は赤十字奉仕団の
研修の一環として行いましたが、色々な団体と一緒にボ
ランティアセンター体験学習を行なうことの必要性も感
じました。
　突然の災害は冷静さが失われてしまします。また、自
分自身が被災者となることもあります。　
あたりまえのことですがまず自分を守ることの大切さを
感じました。

熊本地震災害義援金として
小海高等学校生徒会より20,828円の募金を
お預かりしました。
このお金は、すべて、日本赤十字社を通じ、
現地での復興活動の支援にあてられます。
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居場所づくり勉強会を行いました

　友人とお茶飲みしたり、話ができる
場所を地域で発見する「町歩き、まち
の縁側講座」を１０月１９日（水）に
おこないました。
 「土村商店街・馬流商店街」を総勢
４０名、３つのグループに分かれて町
巡りをしました。「あの空家！みんな
の居場所にいいね。」「こんな所にベ
ンチがあるよ！」などの地域での発見
がありました。
　社協では、居場所さがしを通じて住
み慣れた地域で自分らしく楽しく生活できるような活動をお手伝いしています。同時に一緒に活動して
くれる仲間も募集しています。興味のある方は、社協まで。

「まちの縁側講座」を主催した、県長寿社会開発センターから
頂いた「看板」。今後、居場所づくり準備委員会（仮称）のメ
ンバーと発見した「居場所」に設置していきます。

　11月１３日（日）第３４回佐久地区ボランティ
ア・地域活動フォーラムが行われました。
　日本赤十字の方の災害現場のスライドショーや真
田山種月院長谷寺副住職、宮下氏の講演など盛りだ
くさんの内容でした。
　災害に強い地域づくりとは？をテーマに参加型の
討論会も行われ、会場はとても盛り上がりました。
　「普段からの近所つき合いが大切」日頃近所で助
け合いができていないと緊急時にもできないという
事を学びました。
　今回は、「地域づくり」について考えさせられる
良い機会でした。

地域で自分の居場所はありますか？

➡

自助 ･ 共助の地域づくり IN 南相木
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ち
で
何
と

な
く
見
て

い
た
の
で

す
が
、
秋

に
な
る
と

そ
の
お
寺
の
山
門
に
オ
レ
ン
ジ

色
の
木
の
実
が
た
わ
わ
に
実
り

始
め
ま
し
た
。
そ
の
果
実
は
柘

榴
で
し
た
、
暖
か
い
地
の
果
樹

で
、
長
野
で
は
余
り
お
目
に
掛

か
り
ま
せ
ん
が
、
染
色
家
に
は

堪
ら
な
い
染
材
料
で
す
。
色
々

と
伝
手
を
求
め
て
、
そ
の
〈
心

窓
山
・
高
明
寺
〉
の
和
尚
に
お

会
い
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

経
験
豊
か
な
お
話
を
頂
き
、
快

く
沢
山
の
〈
石
榴
の
実
〉
を
頂

き
ま
し
た
。「
奇
妙
な
果
実
で

あ
る
。
赤
く
熟
す
と
、
丸
い
果

実
が
自
然
に
裂
け
る
。
果
肉
は

な
い
。
味
わ
う
の
は
、
種
子
の

多
汁
質
の
外
側
。
透
明
感
の
あ

る
ル
ビ
ー
色
で
、
甘
酸
っ
ぱ
い
。

そ
れ
で
昔
は
銅
鏡
を
磨
い
た
と

い
う
。
種
子
の
多
い
果
物
ゆ
え

に
多
産
の
象
徴
に
。釈
迦
は〈
鬼

子
母
神
〉
に
人
の
子
の
代
わ
り

に
与
え
た
と
い
う
。」（
花
お
り

お
り
）
よ
り
。
中
近
東
（
イ
ラ

ン
な
ど
）
を
原
産
と
す
る
果
樹

で
、
日
本
に
は
平
安
時
代
に
入

っ
た
も
の
。
広
く
花
の
観
賞
用

と
し
て
、
種
子
の
外
皮
は
ビ
タ

ミ
ン
C
や
ク
エ
ン
酸
を
多
く
含

む
な
ど
の
薬
効
に
も
貴
重
な
果

樹
と
し
て
栽
培
さ
れ
ま
す
。
ま

た
ザ
ク
ロ
の
果
皮
に
は
ザ
ク
ロ

タ
ン
ニ
ン
成
分
が
多
く
、
古
く

か
ら
皮
を
乾
燥
さ
せ
て
染
色
に

用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
私
た
ち

は
樹
皮
・
枝
葉
・
落
花
・
果
皮

共
に
多
く
の
部
位
を
染
色
に
使

い
ま
す
。
タ
ン
ニ
ン
の
多
い
素

材
は
生
よ
り
も
、
乾
燥
さ
せ
る

事
で
よ
り
濃
い
色
が
得
ら
れ
ま

す
。
乾
燥
材
を
細
か
く
刻
み
、

水
か
ら
煮
出
し
て
沸
騰
後
二
〜

三
十
分
ほ
ど
熱
煎
し
て
、
濃
い

染
液
を
抽
出
し
ま
す
。
こ
れ
を

二
、
三
度
繰
り
返
し
て
染
液
を

と
り
ま
す
。
大
変
に
濃
い
赤
味

の
茶
色
液
が
取
れ
ま
し
た
の
で
、

媒
染
剤
は
ア
ル
ミ
、
ア
ル
カ
リ

度
の
強
い〈
錫
〉〈
チ
タ
ン
〉
を

使
用
。
錫
媒
染
で
は
梔
子
く
ち

な
し
色
、
チ
タ
ン
媒
染
で
は
萱

草
か
ん
ぞ
う
色
を
染
め
ま
し
た
。

萱
草
色
は
将
に
柘
榴
の
果
皮
に

似
た
温
か
み
の
あ
る
優
し
い
オ

レ
ン
ジ
色
で
し
た
。
後
日
、
石

榴
で
染
め
上
げ
た
作
品
を
携
え

て
、
再
び
和
尚
を
訪
ね
ま
し
た
。

こ
う
し
て
染
め
材
を
交
え
て
、

地
元
の
色

ん
な
方
と

交
流
が
出

来
る
の
も

草
木
染
す

る
も
の
の

醍
醐
味
で

し
ょ
う
か
。

この広報紙は環境にやさしいインキを使用しています。

小海の植物小海の植物

染めごよみ�
文・写真／四反田　有弘

「草木染の会」主宰　森林インストラクター

フォトニュース

　壮年ソフトボール連盟選抜チームが10月22、23日台湾で行
われた国際環太平洋ソフトボール大会に出場し、出場チームの
皆さんと交流を深めて来ました

　11月25日、佐久法人会小海支部、黒澤和夫支部長より新井
町長に寄付金15万円が渡されました

　

昨
年
は
、
小
海

町
制
施
行
六
十
周

年
記
念
展
覧
会
と

し
て
四
回
の
企
画

展
を
開
催
し
ま
し

た
。
貼
絵
の
天
才

山
下
清
氏
を
中
心
に
同
時
代
を

生
き
た
三
名
の
作
品
を
紹
介
し

た
「
山
下
清
と
そ
の
仲
間
た
ち

の
作
品
展
」、
津
和
野
町
出
身

の
画
家
安
野
光
雅
氏
の
心
安
ら

ぐ
水
彩
画
を
紹
介
し
た
「
安
野

光
雅
の
世
界　

野
の
花
と
信
州

風
景
そ
し
て
不
思
議
な
絵
」、

昨
年
ご
逝
去
さ
れ
た
小
海
町
を

代
表
す
る
画
家
、
栗
林
今
朝
男

氏
の
画
業
を
紹
介
し
た
「
栗
林

今
朝
男
回
顧
展
」、
新
海
誠
監

督
の
大
ヒ
ッ
ト
映
画
「
君
の
名

は
。」
の
魅
力
を
紐
解
く
「
新

海
誠
監
督
作
品「
君
の
名
は
。」

展
」
を
開
催
し
、
あ
わ
せ
て
鑑

賞
授
業
や
講
演
会
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
等
の
教
育
普
及
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。
過
去
最
高
と

な
る
二
万
人
を
超
え
る
お
客
様

に
ご
来
館
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

本
年
は
美
術
館
開
館
二
十
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
魅
力
的

な
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

美
術
館
に
是
非
お
越
し
下
さ
い
。

柘
榴
を
染
め
る

　
夏
に
小
さ
な
赤
い
花
が
た
く

さ
ん
咲
い
て
い
る
の
を
信
号
待

ザクロ

錫媒染 チタン媒染

山
下
清
展
で
の
貼
絵
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
君
の
名
は
。」
展
で
の
鑑
賞
授
業


